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　議会だより
　かねがさき
　　　　　　　　№110

目　次　

議会トピックス①
 ＰＲがいちばん　12月11日、町内産品のＰＲを兼ね、買い物弱者の支援を目的に初の「移動販売車」（キッ
チンカー）の運行がスタート。産直ろくちゃん、産直かねがさきの応援を得て、町の西方をひた走り。あったかい「お
しるこ」のふるまいにお客様も大満足。そのうち冬眠中のクマさんもかけ寄ってくるのでは…。ＰＲが一番ですゾ！

議会トピックス②
 飲まないとダメ　12月14日行われた町社会福祉協議会主催の歳末助け合い演芸会。師走の風物詩として定
着の感あり。金ケ崎で暮らす沿岸被災地の皆さんを招待。議長も仲間と「ザ ･ノムトジョーンズ」（飲むと上手）の
グループ名で出演し「川の流れのように」を熱唱。声が多少うわずったのは、やっぱり「オミキ」が入らなかったから？
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議会だより
かねがさき

町
民
の
協
力
で

　
　
　

念
願
の
頂
点
に

　

議
会
だ
よ
り
か
ね
が
さ
き
１
０
６
号
（
平
成
25
年
４
月
４
日
発
行
）
が
、

第
28
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
８
年
連
続
入
賞
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
最
高
位
は
初
め
て
の
こ

と
で
、
編
集
委
員
は
も
と
よ
り
、
議
員
一
同
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
議
会
だ
よ

り
は
、
議
員
が
、
企
画
、
取
材
か
ら
記
事
化
、
編
集
ま
で
す
べ
て
行
い
ま
す
。

議
会
開
催
月
の
翌
月
第
一
木
曜
日
発
行
を
原
則
と
し
て
お
り
、
ス
ピ
ー
ド
発

行
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
輩
議
員
や
事
務
局
、
関
係
機
関
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝

し
、
今
後
も
広
く
町
民
に
親
し
ま
れ
る
広
報
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

　
【
評
価
さ
れ
た
点
】

　

議
会
だ
よ
り
か
ね
が
さ
き
は

○
整
備
さ
れ
た
編
集
体
制

○
議
員
自
ら
が
取
り
組
む
姿
勢

○
町
民
目
線
に
立
っ
た
企
画
で
町
議
会
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
努
力

○
見
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
総
合
的
に
優
れ
て
い
る

な
ど
の
点
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

岩
手
県
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル　

過
去
の
受
賞
内
容

●
15
年
度
【
入
選
】
議
会
だ
よ
り
か
ね
が
さ
き　
Ｖｏｌ．　
68

●
16
年
度
【
特
選
】
議
会
だ
よ
り
か
ね
が
さ
き　
Ｖｏｌ．　
72
「
合
併
特
集
号
」

●
17
年
度
【
入
選
２
席
】
議
会
だ
よ
り
か
ね
が
さ
き　
Ｖｏｌ．　
76

●
19
年
度
【
入
選
１
席
】
議
会
だ
よ
り
か
ね
が
さ
き　
Ｖｏｌ．　
84

●
20
年
度
【
入
選
１
席
】
議
会
だ
よ
り
か
ね
が
さ
き　
Ｖｏｌ．　
88

●
21
年
度
【
入
選
１
席
】
議
会
だ
よ
り
か
ね
が
さ
き　
Ｖｏｌ．　
92

●
22
年
度
【
入
選
１
席
】
議
会
だ
よ
り
か
ね
が
さ
き　
Ｖｏｌ．　
96

●
23
年
度
【
特
選
】
議
会
だ
よ
り
か
ね
が
さ
き　
Ｖｏｌ．　
１
０
０

●
24
年
度
【
入
選
】
議
会
だ
よ
り
か
ね
が
さ
き　
Ｖｏｌ．　
１
０
４

県
コ
ン
ク
ー
ル
も 

特
選

親
し
ま
れ
る

　

議
会
だ
よ
り
を

南
方　

千ち

田だ　

幸さ
ち

恵え  

さ
ん

　
「
議
会
だ
よ
り
か
ね
が
さ
き
」
全
国
最

優
秀
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報

担
当
の
委
員
の
皆
様
、
議
会
活
動
の
傍
ら
、

日
夜
の
編
集
作
業
ご
苦
労
様
で
し
た
。
議
場

で
傍
聴
す
る
機
会
を
つ
く
れ
な
い
者
に
と
っ

て
、
見
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
親
し
み
の

あ
る
議
会
だ
よ
り
は
、
町
政
を
知
る
う
え
で

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
写
真
が
多
い
の
も
良

い
で
す
ね
。
若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
の
方
ま

で
、
気
軽
に
ペ
ー
ジ
を
め
く
れ
る
よ
う
な
議

会
だ
よ
り
を
こ
れ
か
ら
も
お
願
い
し
ま
す
。

や
っ
た
ね
！

　
　
「
全
国
一
」

六
原　

高た
か

橋は
し　

嘉よ
し

彦ひ
こ  

さ
ん

　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
「
最
優
秀
賞
」
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
会
活
動
の
傍
ら
、
編
集
・
発
行
に
ご
努

力
さ
れ
ま
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
お
喜
び

を
申
し
上
げ
ま
す
、
発
行
当
初
か
ら
、
議
員

の
顔
や
記
事
の
写
真
が
多
く
て
、
親
し
み
や

す
く
、
議
会
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
「
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
」「
ど
う
な
っ
た
あ
の

提
言
」
は
特
に
目
が
い
き
ま
す
。「
ぴ
か
っ

と
ひ
か
る
人
シ
リ
ー
ズ
」
も
い
い
で
す
ね
。

今
後
も
「
伝
え
る
広
報
か
ら
伝
わ
る
広
報
」

で
連
続
受
賞
を
願
っ
て
い
ま
す
。

常
に
町
民
目
線
に

　
　
　
　

  

立
っ
て

南
方　

千ち

葉ば　

守も
り

保や
す  

さ
ん

　

議
会
広
報
は
、
議
員
活
動
の
様
子
を
広
く

町
民
に
情
報
伝
達
す
る
媒
体
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
興
味
を
も
っ
て
紙
面
に
目

を
通
し
て
も
ら
う
編
集
努
力
が
要
求
さ
れ
ま

す
。

　

表
紙
は
双
子
シ
リ
ー
ズ
で
、
毎
号
今
度
は

ど
こ
の
双
子
ち
ゃ
ん
か
な
と
期
待
を
持
た
せ

ま
す
。
町
当
局
と
の
質
疑
で
も
「
つ
ぶ
や
き
」

や
難
し
い
用
語
の
解
説
な
ど
も
折
り
込
み
、

常
に
町
民
目
線
で
の
編
集
姿
勢
に
好
感
が
持

て
ま
す
。

　

編
集
モ
ッ
ト
ー
に
の
っ
と
っ
て
の
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
が
、
全
国
一
の
栄
誉
に
輝
い
た
要
因

だ
と
思
い
ま
す
。

優

まちのまちの 声

町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル　

過
去
の
受
賞
内
容

●
17
年
度
【
優
秀
賞
（
中
央
文
化
社
賞
）】
議
会
だ
よ
り
か
ね
が
さ
き　
Ｖｏｌ．　
74

●
18
年
度
【
優
秀
賞
】
議
会
だ
よ
り
か
ね
が
さ
き　
Ｖｏｌ．　
78

●
19
年
度
【
優
秀
賞
（
中
央
文
化
社
賞
）】
議
会
だ
よ
り
か
ね
が
さ
き　
Ｖｏｌ．　
82

●
20
年
度
【
優
秀
賞
（
中
央
文
化
社
賞
）】
議
会
だ
よ
り
か
ね
が
さ
き　
Ｖｏｌ．　
86

●
21
年
度
【
入
選
（
１
席
）】
議
会
だ
よ
り
か
ね
が
さ
き　
Ｖｏｌ．　
90

●
22
年
度
【
優
秀
賞
】
議
会
だ
よ
り
か
ね
が
さ
き　
Ｖｏｌ．　
94

●
23
年
度
【
奨
励
賞
】
議
会
だ
よ
り
か
ね
が
さ
き　
Ｖｏｌ．　
98

●
24
年
度
【
優
良
賞
】
議
会
だ
よ
り
か
ね
が
さ
き　
Ｖｏｌ．　
１
０
２

全国町村議会議長会の蓬会長から表彰を受ける伊藤議長（左、２月東京）
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教育予算教育予算 教育予算教育予算 教育予算  を徹底解剖

議会トピックス③
 三ケ尻凧揚げ大会＆Ｂ級グルメ　12月15日、天まで届け！復興への祈り。烈風のため２年連敗を受
けて臨んだ凧揚げ大会。ようやく天高く舞い上がり、祈りを捧げることができました。その後、お母さんたちによ
るＢ級グルメ。三ケ尻産の野菜をふんだんに使った豚汁で、冷えた体がほっかほか。

議会トピックス④
 最後は「団員力」　町の消防整備計画により25年度は、３つの消防屯所と２台の消防車が整備されました。地域の消防団にとっ
ては、屯所はまさに自分たちの城。言いかえれば、現代版の若衆宿、大いに地域防災やまちづくりを論ずる場にもなってほしいもの。一方
で消防車両は年々機能がアップされ、小型ポンプ搭載車といえども、自動車ポンプ並みの能力を保持。でもやっぱり最後は「団員力」かな？

項
目 教育総務費 小学校費 中学校費 幼稚園費 社会教育費 保健体育費
予
算
額

１億４７６万円 ９５４３万円 ３５９２万円 １億６０１７万円 ２億３５２８万円 １億６２０８万円

内　
　
　
　
　

訳

教育委員会費　　　　１２８万円
事務局費　　　　　５８３４万円
教育振興費　　　　２５３２万円
通学バス運行費　　１９８２万円

学校管理費　　　　８７０４万円
教育振興費　　　　　７７５万円
特別支援学級費　　　　６４万円

学校管理費　　３１４８万円
教育振興費　　　４４２万円
特別支援学級費　　　２万円

幼稚園管理費
　　　　　　１億６０１７万円

社会教育総務費　　　１６８６万円
公民館費　　　　　　４４９９万円
生涯教育センター費
　　　　　　　　　　１１９２万円
視聴覚費　　　　　　　　３９万円
文化財費　　　　　　２４９６万円
伝統的建造物群保存事業費
　　　　　　　　　　３７４８万円
地区館費　　　　　　５３７２万円
図書館費　　　　　　３８１０万円
地域協働推進費　　　　６８４万円

保健体育総務費　　２３２０万円
体育館管理費　　　１０１０万円
学校給食総務費　　６６０７万円
給食費　　　　　　６２７０万円

主
な
使
い
み
ち

・教育委員報酬・教育長、一般職
員給料・児童生徒指導員委託料・
外国語指導助手派遣業務委託料・
６路線の通学バス運行

・一般職給料・臨時職員賃金・学
校医等報酬・就学援助費等・５小
学校の維持管理費

・一般職給料・臨時職員賃金・
学校医等報酬・就学援助費等・
維持管理費

・幼稚園長報酬・一般職員給料・
講師賃金・４幼稚園維持管理費・
通園バス添乗員、運転手賃金

・社会教育指導員報酬・一般職員給
料・中央、６地区生涯教育センター
維持管理費・伝統的建造物群侍住宅
等維持管理費・文化財保護のための
発掘調査費・図書館管理費・地域協
働推進費

・一般職員給料等・金ケ崎マラソ
ン・文化体育館管理維持費等・５
小学校・中学校生の学校給食賄い
等

２６年度一般会計当初予算
骨格

7億9364万円

限られた予算　有効に
南方　渡

わた

辺
なべ

　靖
やす

久
ひさ

 さん

　金ケ崎町に限らず、自治
体の財政は、年々厳しくなっ

ています。少子化・教育環境の多様化
等、課題が多くなっている昨今、予算
額の規模よりも、その中身が重要だと
思います。
　子どもは地域、そして町の宝です。
厳しい財政ながらも、子どもたちがの
びのびと学校生活を送れるよう、予算
が適切に使われることを願うもので
す。

通学バスの利用緩和を
永沢　菅

すが

原
わら

　祐
ゆう

子
こ

 さん
　子どもが中学生になる
と、登下校の送迎が多く

なります。朝練と夜遅くまでの部活
動。通学バスも時間が合わず、ほと
んど利用できません。
　小型の通学バスを導入するなど、
学校生活に合わせたバスの運営と、
バスに乗れる範囲の見直しを希望し
ます。利用基準に100mほどの差で
乗車できず、素通りしていくバスを
見ると、「乗せてくれたらなあ」とい
う思いになります。通学バス予算の
使い方の早期見直しをお願いします。

安い保育料には感謝
三ケ尻　高

たか

橋
はし

　法
のり

子
こ

 さん

　我が家は小１、年少、来
年入園予定の３人の子ども

がいます。幼稚園に通わせて、他市の
友人に自慢できる点は、何と言っても
毎月5000円の保育料で充実した園教
育を受けられることで、家計もとても
助かっています。希望は送迎バスを運
行してほしいことです。また、春夏の
除草が少し大変（地域の方々のご協力
で回数は減った）なことと、冬の玄関
付近の落雪が多く危険を感じるので、
対策をお願いします。

協働の精神で
街　佐

さ

藤
とう

恭
く

仁
に

子
こ

 さん
　城内諏訪小路伝建群の要で
ある二の丸跡の整備（草刈り）

を町に要請していますが、行政の縦割り
組織のせいか希望はかなえられていない
現状です。観光道路から見下ろす北上川
のパノラマ風景に、感動したとの声を多
くの来訪者からいただきますが、隣接す
る二の丸跡は「ここが城跡？他ではきれ
いに整備されているのに」との痛い指摘
も。
　春からは住民の手で環境整備に取り組
むことも考えています。行政の応援にも
期待したいところです。

周回ジョギングコースを

三ケ尻　及
おい

川
かわ

　正
まさ

之
ゆき

 さん

　ダイエットのために始め
たジョギングは、時間に縛

られることがなく、好きな時に走れる
ので長続きしています。
　ダイエットは、年間を通して行いた
いところですが、暗い夜道や凍った道
路は危険がいっぱいで、途切れがちに
なってしまいます。
　夜間（街灯）、および冬期間（除雪）
にも走られる周回コース（１㎞、５㎞）
があれば、たいへん素晴らしいことだ
と思います。

子どもの元気は
　　まちの元気
永沢   　　　　　

　　　　　　　 小
お

原
ばら

  瑞
みつ

浩
ひろ

 さん

　最近の金中生のスポーツにおける活躍はす
ばらしく、逆に親も元気をもらっています。
改めて小学校からのスポーツ少年団活動のお
かげだなあと思ったりもします。子どもたち
が存分に活動できる環境づくり、支援を要望
します。
　子どもの元気は町の元気にもつながりま
す。文化ホールなどハード面の整備や、英語
学習の推進、通学バスの柔軟な運行、体験学
習の拡充など幅広い見地からの教育振興を展
開してほしいと願っています。

まちのまちの 声

６台の通学バスがフル回転 ピカピカの１年生 統合中学ももうじき半世紀 りんごづくりを学びます

給食
おい
　しいネ

いっぱい
食べるゾ



7 6議会トピックス⑤
 震えながらの行進に敬意　１月５日、消防出初式が行われました。消防団長を先頭に団員 ･車輌が
街大通りから文化体育館まで分列行進しました。体育館で行われた式典では、永年勤続者に対しての表彰
などがありました。地域のことは地域で守る。消防団員の皆さん、これからもよろしくお願いします。

議会トピックス⑥
 午年の出足は駿馬のごとく　１月８日、金ケ崎町新年交賀会が中央生涯教育センターで行われました。
多くの町民が参加し、町政の発展と飛躍を胸に、笑顔で新年のあいさつを交わしていました。何はともあれ今年は
午年。駿馬のごとくかけぬけたいものです。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　　　  総額 111億円の骨格予算を審査

梅田委員長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    
　平成 26年度予算案は、予算審査特別委員会を設置し、委員長
に梅田敏雄議員、副委員長に山路正悟議員を選出。２月19日から
20日までの２日間にわたり審査しました。　　　　　　       　　　  
　町長の任期満了によることから、26年度の当初予算案は義務的
経費や継続事業を中心とした骨格予算となりました。　  　　　　　      
　一般会計は前年度当初額より26 億 6642 万円減の 64 億
6457万円、特別会計（８会計）と企業会計（１会計）との総額では、
前年度比較26億624万円減の111億 841万円となりました。   

緊
急
雇
用
創
出
事
業　
　

有
住　

修 

委
員

Q
緊
急
雇
用
創
出
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
決
ま

る
の
か
。
ま
た
、
緊
急
雇
用

臨
時
職
員
は
、
何
の
事
業
に

何
人
雇
用
す
る
の
か
。

A
緊
急
雇
用
事
業
は
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
後
続

い
て
い
る
が
、
そ
の
時
々
に

合
わ
せ
て
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
震
災
対
応
関
係
や
新
た

に
事
業
化
で
き
る
も
の
を
県

と
協
議
し
な
が
ら
事
業
化
し

て
い
く
。
臨
時
職
員
に
つ
い

て
は
、
緊
急
雇
用
復
興
支
援

対
策
事
業
に
９
人
、
放
射
能

対
策
事
業
に
２
人
を
予
定
し

て
い
る
。

市
街
地
宅
地
評
価
法
導
入

阿
部  

隆
一  

委
員

Q
市
街
地
宅
地
評
価
法
導

入
に
つ
い
て
、
平
成
27

年
度
か
ら
導
入
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
導
入
前
と
後
の

固
定
資
産
税
の
比
較
は
い
つ

頃
分
か
る
か
。

A
標
準
宅
地
の
算
定
評
価

は
26
年
度
実
施
し
、
路

線
の
敷
設
を
行
っ
て
い
る
。

26
年
度
前
半
に
は
検
証
作
業

を
終
わ
り
、
秋
頃
に
は
試
算

可
能
と
考
え
て
い
る
。

福
祉
給
付
補
助
金
の
使
途

　

及
川
み
ど
り  

委
員

Q
新
規
事
業
と
し
て
、
臨

時
福
祉
給
付
補
助
金

２
１
６
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

そ
の
使
途
は
何
か
。

A
国
の
補
正
で
出
て
き
た

も
の
だ
が
、
今
回
は
給

付
に
係
る
事
務
費
の
補
助
金

だ
。
社
会
福
祉
総
務
費
の
事

務
補
助
員
賃
金
３
７
７
万
円

の
う
ち
、
２
１
６
万
円
の
特

定
財
源
を
充
て
て
、
給
付
に

係
る
事
務
に
関
し
て
の
補
助

員
を
雇
用
す
る
も
の
だ
。

除
排
雪
予
算
少
な
い　

高
橋  

藤
宗  

委
員

Q
除
雪
対
策
に
つ
い
て
、

過
去
何
年
間
か
の
実
績

を
み
て
予
算
措
置
さ
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
４
５
０
０
万

円
ほ
ど
増
額
補
正
さ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
大
幅
な
減

額
予
算
と
な
っ
た
の
は
な
ぜ

か
。A

除
排
雪
に
限
っ
て
は
、

余
裕
を
も
っ
て
予
算
を

組
め
ば
理
想
だ
が
、
ま
ず
は

通
常
通
り
の
予
算
を
組
み
、

追
加
措
置
が
必
要
に
な
っ
て

き
た
場
合
は
、
状
況
を
み
て

対
応
し
た
い
。

復
興
い
わ
て
支
援
事
業　

髙
橋  

照
雄  

委
員

Q
東
日
本
大
震
災
被
災
者

支
援
費
と
し
て
、
金
ケ

崎
復
興
い
わ
て
支
援
事
業
補

助
金
２
０
０
万
円
を
計
上
し

て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
も
の

に
充
て
る
の
か
。

A
具
体
的
な
事
業
と
し
て

は
未
定
だ
が
、
例
と
し

て
、
永
岡
蘇
民
祭
な
ど
で
沿

岸
の
虎
舞
を
招
待
し
た
り
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
親
と
交

流
す
る
な
ど
、
沿
岸
被
災
地

と
の
交
流
事
業
に
対
し
て
、

一
団
体
に
つ
き
20
万
円
ず
つ

補
助
す
る
も
の
だ
。

利
用
自
粛
牧
草
等
処
理　

巴　

正
市  

委
員

Q
利
用
自
粛
牧
草
等
処
理

円
滑
化
事
業
委
託
料
と

補
助
金
、
約
５
２
０
０
万
円

の
内
容
は
。

A
集
中
保
管
庫
の
年
間
維

持
管
理
を
行
う
も
の
だ
。

ま
た
、
補
助
金
は
牧
草
の
除

染
が
終
わ
っ
て
い
な
い
地
区

の
耕
地
の
草
刈
り
や
、
除
草

剤
散
布
な
ど
の
作
業
に
対
し

て
の
も
の
だ
。

　

山路副委員長

企
業
誘
致
の
業
種
は　
　

　
　

佐
藤  

千
幸  

委
員

Q
第
９
次
町
総
合
発
展
計

画
で
は
、
岩
手
中
部
工

業
団
地
等
の
面
積
増
や
企
業

誘
致
５
社
増
と
し
て
い
る
。

誘
致
計
画
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
業
種
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

A
自
動
車
関
係
の
部
品
調

達
率
を
高
め
よ
う
と
い

う
取
り
組
み
が
東
北
管
内
全

体
と
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、

自
動
車
関
連
業
種
と
し
た
い
。

ま
た
、
国
道
４
号
線
沿
い
の

商
業
ゾ
ー
ン
に
も
、
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
系
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
を
誘

致
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

生
物
多
様
性
の
取
り
組
み

髙
橋  

勇
喜  

委
員

Q
生
物
多
様
性
調
査
委
託

の
内
容
は
。

A
50
年
後
も
金
ケ
崎
町
が
今

の
環
境
を
保
ち
、
豊
か
な

自
然
の
恵
み
を
受
け
続
け
て

い
く
た
め
、
生
物
多
様
性
地

域
戦
略
を
国
の
委
託
を
受
け

て
町
が
策
定
す
る
事
業
。
そ

の
事
業
の
う
ち
専
門
的
知
識

が
必
要
な
デ
ー
タ
の
整
理
や

資
料
作
成
等
を
専
門
業
者
に

再
度
委
託
し
実
施
す
る
も
の
。

田
園
バ
ス
運
行
予
算　
　

髙
橋　

奨  

委
員

Q
冬
期
に
な
る
と
運
行
経

路
が
変
わ
る
が
、
高
齢

者
は
不
便
を
感
じ
て
い
る
。

今
冬
は
冬
期
経
路
変
更
停
留

所
代
替
措
置
補
助
金
と
し
て

増
額
補
正
さ
れ
た
が
、
当
初

予
算
と
し
て
計
上
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
か
。

A
26
年
度
は
代
替
策
と
し

て
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー

運
行
を
試
行
し
て
い
る
。
こ

の
試
行
結
果
を
踏
ま
え
て
、

今
後
検
討
を
進
め
て
い
く
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

山
路  

正
悟  

委
員

Q
療
養
費
収
入
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
収
入
と
も
前
年
度

に
比
べ
大
幅
な
増
額
と
な
っ

て
い
る
。
金
ケ
崎
診
療
所
と

他
医
療
機
関
を
利
用
し
た
場

合
の
影
響
を
ど
う
分
析
し
て

い
る
の
か
。

A
ど
ち
ら
を
利
用
し
て
も

影
響
を
受
け
る
こ
と
は

な
い
。
た
だ
、
金
ケ
崎
診
療

所
を
受
診
し
て
い
た
方
が
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利

用
し
，
県
立
病
院
等
を
退
院

し
た
方
が
在
宅
と
な
っ
た
場

合
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
利
用
者
は
増
え
る
の
で

は
な
い
か
。

地
域
づ
く
り
計
画　
　
　

千
葉  

正
男  

委
員

Q
地
域
づ
く
り
計
画
推
進

先
進
地
視
察
業
務
委
託

料
は
、
肉
づ
け
予
算
と
し
て

組
む
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の

か
。A

肉
づ
け
予
算
で
ス
タ
ー

ト
を
す
れ
ば
、
早
く
て

も
８
月
に
入
っ
て
し
ま
う
。

地
域
づ
く
り
計
画
の
先
進
事

例
を
学
ん
で
、
26
年
度
の
早

い
時
期
か
ら
取
り
組
み
た
い

と
い
う
、
自
治
会
長
の
方
々

の
要
望
に
対
応
し
た
も
の
だ
。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
現
状

千
葉  

和
美  

委
員

Q
町
内
に
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
は
何
人
い
る
の
か
。

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド･

リ
ー
ダ
ー
は
何
人
い
て
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か
。

A
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
５
校

１
７
５
人
い
る
。
子
ど
も
た

ち
の
登
下
校
時
の
安
全
確
保

に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド･

リ
ー
ダ
ー

は
町
内
で
１
人
を
委
嘱
し
て

い
る
。
交
通
安
全
の
た
め
の

指
導
を
し
て
い
る
。

水
道
事
業
の
充
実
策　
　

千
田　

力  

委
員

Q
資
金
期
末
残
高
で
約

２
億
４
千
万
円
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
有
効
活
用
し
て

い
く
の
か
。

A
今
年
度
か
ら
６
千
万
円

ほ
ど
か
け
て
、
老
朽
管
の

更
新
工
事
を
し
て
い
く
。
現

在
、
企
業
債
も
２
億
円
台
に

減
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
減

価
償
却
費
等
で
生
じ
る
内
部

留
保
金
を
改
良
費
等
に
充
て

て
い
き
た
い
。
減
債
積
立
金

に
つ
い
て
は
、
借
金
等
に
回

し
、
建
設
改
良
積
立
金
は
建

設
改
良
の
財
源
に
充
て
た
い
。

阿
部  

隆
一  

議
員

　

第
一
に
、
今
予
算
は
正
規
職
員

増
の
予
算
に
な
っ
て
い
な
い
。
す

べ
て
の
小
学
校
に
正
規
用
務
員
を

配
置
し
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員

は
正
規
採
用
す
べ
き
で
あ
る
。
地

区
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
に
役
場
職

員
を
そ
れ
ぞ
れ
１
人
配
置
し
、
地

域
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

看
護
師
を
増
員
し
、
訪
問
看
護
は

原
則
２
人
体
制
に
す
べ
き
で
あ

る
。

　

第
二
に
、
利
用
料
を
据
え
置
き
、

国
に
納
め
な
い
消
費
税
分
も
町
民

負
担
増
に
し
て
い
る
。

　

以
上
、
二
つ
の
理
由
で
反
対
す

る
。

千
葉  

和
美  

議
員

　

平
成
26
年
度
予
算
は
、
３
月
の

町
長
選
挙
を
控
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
骨
格
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
義
務
的
経
費
や
必
要

不
可
欠
な
経
常
経
費
を
中
心
に
編

成
し
て
い
る
。
ま
た
、
政
策
経
費

に
つ
い
て
は
、
住
民
生
活
に
影
響

が
な
い
よ
う
十
分
に
精
査
さ
れ
て

い
る
。

　

一
方
、
将
来
負
担
比
率
を
確
実

に
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
も
配
慮

し
、
財
政
健
全
化
を
着
々
と
推
進

す
る
た
め
の
対
応
が
な
さ
れ
た
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
26
年
度
金

ケ
崎
町
一
般
会
計
予
算
に
対
し
賛

成
す
る
。

26年度各会計予算額と採決状況
区　　　分 予　算　額 前年比 採決の結果

一 般 会 計 ６４億６４５７万円 △29.2％ 賛成13反対１で可決

特　

別　

会　

計

国民健康保険 １５億９７７６万円 △2.4％ 全員賛成で可決

下 水 道 ５億  ７４９万円 △1.2％ 〃

農業集落排水 ３億５９２７万円 2.3％ 〃

訪 問 看 護 ２１０９万円 1.2％ 〃

介 護 保 険 １４億  １９８万円 6.3％ 〃

浄 化 槽 ２６４４万円 △15.1％ 〃

診 療 施 設 ２億５３０１万円 △7.2％ 〃

後期高齢者 １億１３１３万円 3.0％ 〃

企業会計（水道） ３億６３６７万円 10.8％ 〃

合計 １１１億  ８４１万円 △19.0％

6

反
対

賛
成

討
論

一
般
会
計
予
算

やさしい見守りの目をむけるスクールガード

沿岸被災地
交流団体に 20万円の補助金
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辺
地
総
合
整
備
計
画
を
変
更

Q
消
費
税
を
国
に
納
め
る

必
要
の
な
い
も
の
（
公

の
施
設
の
使
用
料
等
）
に
つ

い
て
は
、
町
民
負
担
を
考
慮

し
、
値
上
げ
し
な
い
と
い
う

こ
と
は
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

A
公
の
施
設
の
管
理
費
用

に
は
、
消
費
税
が
か
か

る
の
で
経
費
は
増
大
す
る
。

町
の
財
政
状
況
か
ら
す
れ
ば
、

施
設
使
用
料
等
に
つ
い
て
消

費
税
相
当
分
は
値
上
げ
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

　

国
の
補
助
金
や
起
債
を
活

用
し
て
い
る
中
で
、
本
来
消

費
税
が
か
か
る
も
の
に
消
費

税
を
適
正
に
転
嫁
し
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
財
政
運
営
上

も
説
明
が
つ
か
な
い
と
考
え

る
。

議会トピックス⑦
 メタボ予防は単純明快／食べ過ぎないこと　１月17日、商工会等主催の健康講座。診療所古田
副所長から家庭の健康、職場の健康について講話。メタボ気味の講師と我が体型を見比べ、まだましか…と妙な
安心感。そう、安心感を与えるのも医者の仕事。

議会トピックス⑧
 ♪は～るよ　こい　１月20日、中国長春市農業訪問団歓迎パーティーが、みどりの郷で開かれました。陳チェンスー

巳
副市長他４人の職員が、金ケ崎町のハウスでの花卉栽培の様子などを視察に訪れたものです。なごやかであたたかい交
流会となりました。この北国でも、春の訪れはもうすぐ。日中両国の雪どけもすすむことでしょう。

　

消
費
税
法
お
よ
び
地
方
消
費
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
町
の
公
共
施
設
の
使
用
料
等
に
つ
い
て
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
相
当
分

の
料
金
改
定
を
行
う
た
め
、
関
係
条
例
の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    
　平成 26年度第１回議会定例会は、２月12日から20日まで９日間の会期で、病
気欠席を除く15人の議員で開かれました。今年は町長選挙が３月に行われるため、
繰り上げ開催となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
　一般質問には４人の議員が農政、介護、子育てなどについて、町の考えをただしま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　    
　町提出案件は、平成26年度一般会計当初予算（骨格）、人事案件、条例整備、一
般会計・特別会計補正予算など28案件で、すべて原案の通り可決しました。　　　       

  
消
費
税
率
引
き
上
げ

消
費
税
率
引
き
上
げ

    
    

関
係
条
例
を
整
備

関
係
条
例
を
整
備

補正
予算

人事案件に
同　意

■ 人権擁護委員

佐
さ

藤
とう

　孝
たか

男
お

さん（再任）
西根後田　任期３年

■ 人権擁護委員

及
おい

川
かわ

　喜
き

美
み

子
こ

さん（再任）
西根二ツ堤　任期３年

■ 固定資産評価審査委員

飯
いい

田
だ

　實
み

德
のり

さん（再任）
西根医者屋敷　任期３年

さ とう たか お

かわ き み

い だ み のり

　

家
計
が
苦
し
く
な
る

阿
部  

隆
一  

議
員

　

消
費
税
増
額
、
年
金
削
減
、
生
活
必
需

品
値
上
げ
な
ど
に
よ
り
家
計
が
苦
し
く
な

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
利
用
料
を
引

き
下
げ
て
、
町
民
負
担
を
減
ら
す
べ
き
で

あ
る
。
利
用
料
の
消
費
税
の
う
ち
、
国
に

納
め
な
い
分
も
町
民
に
負
担
を
求
め
る
内

容
を
含
ん
だ
条
例
な
の
で
、
反
対
で
あ
る
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
１
１
０
５
万
円
を
減
額

し
、
総
額
を
95
億
２
３
９
７
万

円
と
し
ま
し
た
。
事
業
費
確

定
に
よ
る
減
額
補
正
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
入
の
総
務
費
国
庫
補
助

金
（
地
域
の
元
気
臨
時
交
付

金
）
４
２
８
０
万
円
は
、
小

学
校
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
工
事
の
来
年
度
へ

の
繰
越
し
分
と
な
り
ま
す
。

全
員
賛
成
で
原
案
通
り
可
決

し
ま
し
た
。

　  

利
用
自
粛
牧
草
焼
却
へ

利
用
自
粛
牧
草
焼
却
へ

  

運
搬
委
託
料　

運
搬
委
託
料　

6565
万
円
万
円

　　

平
成
23
年
産
利
用
自
粛
牧

草
は
、
駒
丘
地
内
の
保
管
施

設
で
ペ
レ
ッ
ト
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
、
奥
州
金

ケ
崎
行
政
事
務
組
合
の
焼
却

施
設
で
の
焼
却
が
決
ま
り
ま

し
た
。
震
災
復
興
特
別
交
付

税
と
国
の
補
助
金
の
交
付
決

定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
も
の

で
す
。

Q
焼
却
す
る
量
は
ど
れ
く

ら
い
か
。

A
15
ｔ
で
あ
る
。
３
月
に

５
回
に
分
け
て
焼
却
す

る
。Q

運
搬
を
委
託
す
る
業
者

は
ど
こ
か
。

A
町
内
の
廃
棄
物
処
理
業

者
に
委
託
す
る
。

　

辺
地
総
合
整
備
計
画
を
変
更

Q
小
型
積
載
車
、
ポ
ン
プ
自
動
車
の

配
備
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
る

の
か
。

A
各
分
団
の
地
域
性
や
、
分
団
内
の

配
備
車
輌
の
実
態
な
ど
を
考
慮
し
、

消
防
団
幹
部
や
消
防
委
員
と
協
議
、
検

討
の
う
え
決
定
す
る
。

Q
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
に
変
更
す
る

理
由
は
。

A
町
の
消
防
整
備
計
画
に
お
い
て
、

各
分
団
１
台
〜
３
台
の
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
を
配
備
す
る
方
針
に
基
づ
き

実
施
す
る
も
の
。

件　　名 請 願 者 の
住 所・ 氏 名 紹介議員 付託常任

委 員 会
審 査 の
結 　 果

国保税の引
き下げを求
める請願書

奥州市水沢区久
田62
胆江民主商工会
会長
　千葉　　敦

金ケ崎町西根二
の台80
胆江民主商工会
金ケ崎支部
支部長
　斉藤　文束

阿部隆一 総務常任
委 員 会

不採択すべ
きものと決
定
（本会議で
の採決
採択１、不
採択 13で
不採択と決
定）

〰〰〰 請願のゆくえ 〰〰〰

　

辺
地
総
合
整
備
計
画
で
、
永
徳
寺
辺
地
に
お
い
て
購
入
す
る
予
定
の
車
輌
を
、
消
防
小
型

ポ
ン
プ
付
積
載
車
か
ら
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
に
変
更
。
ま
た
、
細
野
及
び
和
光
辺
地
に
お
い
て

は
、
建
設
需
要
の
増
加
に
伴
い
、
除
雪
セ
ン
タ
ー
の
解
体･

新
築
に
か
か
る
工
事
費
の
変
更
が

生
じ
た
た
め
、
辺
地
に
か
か
る
総
合
整
備
計
画
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。
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除
雪
対
策
費

除
雪
対
策
費

　
　
　

４
５
７
８
万
円

　
　
　

４
５
７
８
万
円

　

今
年
度
は
、
昨
年
度
と
同

じ
く
ら
い
の
積
雪
量
と
な
り
、

路
面
の
状
態
が
良
く
な
い
た

め
、
除
雪
車
の
出
動
回
数
が

増
加
し
ま
し
た
。

Q
毎
年
補
正
で
増
額
し
て

い
る
が
、
当
初
予
算
の

段
階
で
多
め
に
予
算
化
し
て

お
け
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
。

A
除
雪
費
の
当
初
予
算
は
、

近
年
５
年
間
の
予
算
額

の
平
均
値
か
ら
算
出
し
て
い

る
。
降
雪
量
の
予
測
は
で
き

な
い
の
で
こ
の
方
法
で
や
る
。

Q
今
回
の
除
雪
費
は
す
べ
て

一
般
財
源
か
ら
だ
け
か
。

A
国
か
ら
の
補
助
は
な
い
。

　
※
土
地
売
払
収
入

※
土
地
売
払
収
入

　
　
　

１
７
２
２
万
円

　
　
　

１
７
２
２
万
円

Q
売
却
し
た
土
地
は
ど
こ

か
。
そ
の
面
積
は
。

A
旧
赤
門
児
童
館
跡
地
の

一
部
で
、
７
７
０
㎡
を

宅
地
と
し
て
売
却
し
た
。

Q
宅
地
ま
で
の
取
付
道
路

分
も
含
む
の
か
。

A
含
ま
れ
て
い
る
。

※
町
道
荒
巻
・
東
町
線
整
備

事
業
に
か
か
る
移
転
者
の
代

替
地
の
売
払
金
と
町
有
地
の

売
払
い
に
よ
る
収
入
で
す
。

25
年
度
一
般
会
計

　
　

総
額
95
億
円
台
に

反
対
討
論

消防小型ポンプ付積載車から

消防ポンプ自動車に

議
案
審
議

地域の守り手消防団　年々装備は充実

　

焼却を待つ牧草ペレットの入ったフレコン

NO!
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26
年
度
か
ら
再
び
３
学

期
制
に
移
行
し
ま
す
。

町
の
教
育
を
今
後
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
考
え
で
す
か
。

３
学
期
制
に
よ
り
、

長
期
休
業
や
広
域
行

事
と
連
動
し
て
学
力
向
上
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
英
語
教
育
推
進
特
例

校
（
岩
手
県
内
初
）
の
制
度

を
活
用
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時

代
に
対
応
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
い
児

童
・
生
徒
の
育
成
に
努
め
ま

す
。

町
内
小
中
学
校
の
学
力

は
決
し
て
高
い
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
土
曜
日
の
授
業

を
行
う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

振
替
休
日
等
、
先
生

方
の
勤
務
制
度
を
変

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

が
発
生
し
、
土
曜
日
の
授
業

は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。
生

徒
の
皆
さ
ん
は
、
授
業
に
集

中
し
、
家
庭
で
の
学
習
に
も

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

Ｓ

※

Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
起
こ

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。被害

に
あ
わ
な
い
よ

う
、
強
い
自
制
心
や

家
庭
で
の
話
し
合
い
が
大
事

で
す
。
教
育
委
員
会
で
も
警

察
な
ど
関
係
機
関
か
ら
指
導

を
受
け
る
機
会
を
設
け
る
よ

う
学
校
と
相
談
し
な
が
ら
検

討
し
ま
す
。

※
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）―
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
交
流
を
通
し

て
、
友
人
や
共
通
の
趣
味
を
持
つ

人
な
ど
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り

出
す
サ
ー
ビ
ス
。

議会トピックス⑨
 「農」元年　１月21日、毎年正副議長が招待される農業委員会の新年会。農業委員会、そして農林課の職員も同席
してのにぎやかな宴。あのアース君パーラちゃんも登場しアスパラダンスも披露。ぬいぐるみの中に納まる若手職員もさぞ、
つらいことでしょう。農政課題が山積みする中、この会場だけは、「耕作豊基地」に変身。あぜ道の知恵を寄せ合い村づくり。

議会トピックス⑩
 斉藤さん・氏家さん　１月24日、西部地区から元気農業を発信しているＳＵファームの創立10周年記念祝賀会が開
かれました。お米やピーマンの生産の他に６次産業化への取り組みも。古代米を使っての菓子などユニークな商品開発にも熱が入り
ます。ところでＳＵってなあに？「サイトウとウジイエの頭文字っす」とのことです。町の「農」を引っ張る皆さん、応援してます。

教
育
長

災
害
時
、
体
の
不
自
由

な
人
や
高
齢
者
の
避
難

対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

災
害
時
に
支
援
を
希
望

す
る
人
た
ち
は
３
６
０

人
い
ま
す
。
災
害
時
要
援
護

者
と
し
て
名
簿
に
登
録
し
、

地
図
で
明
示
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
は
自
主
防
災
組
織

の
人
た
ち
や
民
生
委
員
な
ど

が
、
安
否
確
認
や
避
難
所
ま

で
の
誘
導
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

仮
設
住
宅
で
過
ご
し
て

い
る
高
齢
者
を
対
象

に
、
温
泉
に
入
っ
て
も
ら
っ

た
り
特
産
物
を
ご
ち
そ
う
す

る
な
ど
、
安
ら
ぎ
の
時
間
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
を
企

画
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。被

災
者
に
対
す
る
金
中

生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
町

の
独
自
事
業
と
し
て
、
各
種

団
体
が
企
画
す
る
復
興
支
援

活
動
に
助
成
金
を
出
し
て
支

援
し
て
い
ま
す
。
町
内
に
避

難
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
に
は
、

定
期
的
に
訪
問
し
て
健
康
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
も

行
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も

継
続
し
た
支
援
に
取
り
組
む

考
え
で
す
。

学
校
や
公
共
施
設
等
の

放
射
能
を
減
ら
す
対
策

は
行
っ
て
い
ま
す
か
。

震
災
の
年
、
基
準
値
の

１
時
間
当
た
り
１
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
た

幼
稚
園
や
集
会
施
設
の
14
か

所
で
除
染
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
小
中
学
校
で
基
準
値
を

超
え
た
所
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
現
在
、
基
準
値
を
超

え
る
箇
所
は
な
く
、
今
後
除

染
作
業
は
必
要
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

除
雪
の
際
に
積
み
上
げ

ら
れ
た
雪
で
死
角
と
な

り
、
危
険
な
箇
所
が
あ
り
ま

す
。
１
箇
所
に
雪
を
た
め
る

以
外
の
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

金
ケ
崎
の
町
道
は
、
車

道
が
３
５
３
㎞
、
歩

道
は
39
㎞
あ
り
ま
す
。
幹
線

道
路
か
ら
順
に
深
夜
、
早
朝

に
除
雪
し
、
通
学
や
通
勤
ま

で
に
交
通
路
を
確
保
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
一
時
的

に
雪
が
道
路
や
交
差
点
わ
き

に
積
み
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
一
段
落
後
、
雪

山
の
撤
去
を
行
っ
て
い
ま
す
。

撤
去
も
れ
を
見
つ
け
た
ら
役

場
建
設
課
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

車
道
か
ら
除
雪
さ
れ
た

雪
が
歩
道
に
溜
ま
っ
て

い
ま
す
。
通
学
路
を
も
っ
と

徐
雪
で
き
ま
せ
ん
か
。

歩
道
と
車
道
の
間
に

積
み
上
げ
ら
れ
た
雪

は
、
す
ぐ
に
は
除
雪
で
き
な

い
の
が
現
状
で
す
。
他
の
路

線
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
ロ
ー

タ
リ
ー
車
や
ダ
ン
プ
カ
ー
を

使
っ
て
排
雪
し
て
い
ま
す
。

積
雪
や
路
面
の
凍
結
で

車
の
危
険
が
増
え
ま

す
。
冬
の
交
通
事
故
対
策
や

ル
ー
ル
を
強
化
さ
せ
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

交
通
事
故
の
５
割
以
上

が
冬
期
間
に
発
生
し
て

い
ま
す
。
交
通
安
全
団
体
が

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
呼
び
か
け

や
街
頭
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
夜
間
の
歩
行
者
の
安
全

確
保
の
た
め
、
ク
リ
ッ
プ
式

発
光
ラ
イ
ト
の
着
用
を
勧
め

て
い
ま
す
。
中
学
生
諸
君
に

も
着
用
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    
　今回で４回目となる金ケ崎中学校生による「中学生議会」が２月４日役場議場
で開かれました。傍聴に訪れた中学生や保護者、地域住民、町議会議員らが見守
る中、18人の議員が６つのグループに分かれ、堂々とした態度で一般質問を行
いました。スクールバスの運行や交通対策、医療・福祉問題など幅広い観点から
の質問に、町長、教育長がていねいに答弁。今号では４ページにわたり特集記事
としてその内容をお知らせします。　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　  

災
害
対
策

除
雪
・
交
通
対
策

学
校
の
制
度
お
よ
び
教
育

宮
みや

本
もと

 真
ま

吹
ぶき
 議員

（２年・生徒会長）

伊
い

藤
とう

 廉
れん
 議員

（２年・応援団長）

金
こん

野
の

 夏
なつ

葵
き
 議員

（２年・厚生委員長）

菅
すが

原
わら

 美
み

月
づき
 議員

（２年・生徒会会計）

小
こ

関
せき

 瑠
る

璃
り
 議員

（２年・校外委員長）

菅
すが

原
わら

 朝
あさ

陽
ひ
 議員

（２年・図書委員長）

齋
さい

藤
とう

 優
ゆう

理
り
 議員

（２年・生徒会副会長）

及
おい

川
かわ

 惠
え

理
り
 議員

（２年・広報委員長）

千
ち

田
だ

 彩
あや

香
か
 議員

（２年・生活委員長）

町
長

町
長

宮
本 被

災
者
に
あ
た
た
か
い
支
援
を

町
長 

― 

定
期
訪
問
で
健
康
相
談

冬
の
交
通
事
故
対
策
は

町
長 

― 

ク
リ
ッ
プ
ラ
イ
ト
の
着
用
を

町
の
教
育
の
こ
れ
か
ら
は

教
育
長 

― 

英
語
教
育
を
推
進　
　

伊
藤

町
長

金
野

町
長

菅
原美

小
関

齋
藤

及
川

千
田

菅
原朝

町
長

町
長

教
育
長

教
育
長

まちづくり提言        さわやか発信
議場に　春一番

特集

髙橋由一町長の答弁に聞き入る中学生議員（役場議場）
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中
学
生
議
員
の
皆
さ
ん
の

町
政
に
対
す
る
疑
問
や
提
案

は
多
岐
に
わ
た
り
、
は
じ
め

て
議
場
に
立
っ
た
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
落
ち
着
い
た
態
度

で
、
真
剣
に
一
般
質
問
に
臨

ん
で
い
る
姿
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

　

ど
の
質
問

も
内
容
が

深
く
、
そ

れ
に
し
っ
か
り
と
応
え
る

た
め
に
も
、
数
多
く
の
デ
ー

タ
調
査
と
時
間
を
か
け
て

答
弁
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
後
は
議
会
と
い
う
貴

重
な
体
験
を
生
か
し
、
金
中

生
徒
会
の
け
ん
引
役
と
し

て
、
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

議会トピックス⑪
 新語「かる塩」  １月25日、元気100歳プロジェクト推進大会が中央生涯教育センターで開かれました。議長
も塩分を減らした食事「かる塩レシピ食」を味わうことに。具材にあらかじめじっくり下味をしみこませることで、う
す味でも何ら違和感なくおいしく食べられるとのこと。毎日、漬物など「おも塩」の食生活を反省。高血圧は万病のもと。

議会トピックス⑫
 「おごり」を戒める　１月27日、岩手銀行頭取高橋真裕氏の新春講演会が水沢区で行われ、議長が出席しました。お
話の中で、企業が凋落する要因のひとつに「おごり」があるとか。「おごり」は①事実を見る目を曇らせる②現場に運ぶ足を重く
する③批判を聞く耳をふさぐ④正しい思考を鈍らせる　景気が回復傾向にある今は「おごり」に十分留意が必要と説かれました。

▼
中
学
生
目
線
の
質
問
と
、

一
般
の
疑
問
が
共
通
し
て

い
る
。 

今
回
の
質
問
内

容
を
、
少
し
で
も
取
り
上

げ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し

い
。 

▼
中
学
生
の
態
度
は
元
気
が

よ
く
、
活
気
が
感
じ
ら
れ

た
。 

中
学
生
ら
し
い
質

問
や
意
見
に
感
心
し
た
。 

　

生
活
や
教
育
、
医
療
福
祉

な
ど
、
し
っ
か
り
と
課
題

を
と
ら
え
て
い
た
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
も
関
心
を
持
っ

て
お
り
、
将
来
へ
の
期
待

を
感
じ
た
。 

▼
素
直
な
目
で
、
細
か
な
点

ま
で
目
の
行
き
届
い
た
質

問
だ
っ
た
。 

▼
こ
れ
か
ら
の
ヒ
ン
ト
が

あ
っ
た
。

　

・
除
雪

　

・
幼
児
老
人
の
接
近

　

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ

　

も
っ
と
傍
聴
者
を
増
や
す

工
夫
を
。 

▼
中
学
生
自
ら
考
え
た
質
問

は
町
全
体
に
及
び
、
よ
り

よ
い
町
づ
く
り
を
望
ん
で

い
る
表
れ
だ
と
思
っ
た
。 

▼
生
徒
の
質
問
も
町
の
答
弁

も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。 

▼
町
当
局
に
感
謝
し
た
い
。

素
晴
ら
し
い
授
業
に
な
っ

た
と
思
う
。

　

議
場
の
雰
囲
気
に
気
後
れ

す
る
こ
と
な
く
、
中
学
生
の

皆
さ
ん
が
日
頃
関
心
を
持
っ

て
い
る
事
項
に
つ
い
て
、

堂
々
と
し
た
態
度
で
質
問
を

行
い
大
変
感
心
し
ま
し
た
。

　

質
問
の
内
容
も
、
福
祉
・

医
療
や
除
雪
に
関
す
る
事
項

な
ど
町
政
の
重
要
課
題
に
関

す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の

町
政
の
進
め
方
に
生
か
さ
れ

る
建
設
的
な
議
論
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
経
験
を
こ
れ
か

ら
の
校
内
外
の
様
々
な
活

動
に
も
生
か
す
な
ど
し
て
、

社
会
性
を
高
め
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

議
員
と
し
て
選
ば
れ
て
き

た
皆
さ
ん
の
堂
々
と
し
た

姿
は
、
実
に
頼
も
し
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
質
問
内
容
も

自
分
た
ち
の
課
題
に
留
ま
ら

ず
、
町
や
県
、
国
レ
ベ
ル
だ

け
で
は
な
く
世
界
的
な
視
野

に
立
っ
て
物
事
を
見
、
考

え
、
そ
れ
を
生
徒
の
視
点
で

率
直
に
当
局
に
質
問
す
る
鋭

さ
は
、
大
人
顔
負
け
で
あ
り

ま
し
た
。
町
行
政
の
今

後
の
課
題
と
し
て
検
討

の
必
要
を
感
じ
さ
せ
ら
れ

る
内
容
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
議
会
は
、
皆
さ
ん

に
と
っ
て
本
当
に
良
い
学

び
の
場
に
な
っ
て
い
る
と

強
く
感
じ
ま
す
。
こ
の
経
験

を
生
か
し
前
向
き
に
物
事

を
と
ら
え
、
積
極
的
に
行
動

す
る
姿
勢
を
持
ち
続
け
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

一
般
質
問
は
議
員

に
と
っ
て
最
も
は
な
や
か
で

意
義
あ
る
発
言
の
場
で
す
。

住
民
か
ら
も
重
大
な
関
心
と

期
待
を
持
た
れ
る
大
事
な
議

員
活
動
で
も
あ
り
ま
す
。

　

中
学
生
議
員
の
皆
さ
ん
が

時
間
を
か
け
て
質
問
を
練

り
、
町
政
に
対
し
て
建
設
的

な
提
言
を
発
信
で
き
た
こ
と

は
、
大
人
の
議
員
の
目
か
ら

も
た
の
も
し
く
感
じ
ま
し

た
。
傍
聴
し
た
大
人
の
議
員

も
、
大
き
な
刺
激
を
受
け
た

と
思
い
ま
す
。
同
じ
金
ケ
崎

町
民
と
し
て
常
に
町
政
に

関
心
を
も
ち
、
や
が
て
皆
さ

ん
の
中
か
ら
議
員
が
誕
生

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

主催者
の

冬
は
送
迎
を
し
て
も
ら

う
生
徒
が
多
く
い
ま

す
。
親
の
負
担
を
減
ら
す
た

め
に
も
生
徒
全
員
が
バ
ス
利

用
で
き
ま
せ
ん
か
。

利
用
基
準
は
、
通
常

学
校
か
ら
６
㎞
以
上

の
生
徒
が
対
象
に
な
り
ま
す

が
、
冬
期
間
は
４
㎞
以
上
に

緩
和
し
て
い
ま
す
。
現
在
所

有
し
て
い
る
６
台
の
バ
ス
が

フ
ル
回
転
し
て
お
り
難
し
い

状
況
で
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん

は
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

大
事
に
、
勉
学
に
励
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
町

と
し
て
は
通
学
路
の
安
全
に

努
め
ま
す
。

冬
は
道
路
状
況
に
よ
り

バ
ス
も
遅
れ
登
校
時
間

に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
運
行
時
間
を
早
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

現
在
、
小
中
学
生
同

乗
で
利
用
し
て
お

り
、
午
前
７
時
始
発
、
８
時

到
着
を
目
途
に
安
全
第
一
で

運
行
し
て
い
ま
す
。
始
発
を

早
め
る
こ
と
に
よ
る
不
都
合

や
遅
刻
状
況
を
見
な
が
ら
家

庭
や
学
校
と
相
談
し
ま
す
。

土
日
の
部
活
動
や
練
習

試
合
で
も
バ
ス
利
用
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

通
学
利
用
が
主
目
的

で
す
。
で
は
あ
り
ま

す
が
、
各
種
校
外
活
動
や
公

式
大
会
等
、
授
業
の
一
環
と

な
る
行
事
で
も
運
行
し
て
い

ま
す
。
土
日
の
部
活
動
や
練

習
試
合
の
た
め
の
運
行
は
、

本
来
の
使
用
目
的
と
は
異
な

る
た
め
認
め
る
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
ま
す
。

緊
急
の
診
療
や
入
院
可

能
な
総
合
病
院
を
建
設

す
る
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

総
合
病
院
と
し
た
場

合
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
が
困
難
で
す
。
県
立
病

院
と
の
連
携
、
患
者
宅
訪
問
、

健
康
講
座
等
、
安
定
し
た
医

療
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。

中
学
生
諸
君
は
、
医
師
、
看

護
師
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
童
保
育
の
時
間
を
も

う
少
し
長
く
で
き
な
い

で
し
ょ
う
か
。

学
童
保
育
は
町
社
会
福

祉
協
議
会
が
運
営
し
、

町
は
補
助
金
を
出
し
て
い
ま

す
。
通
常
は
午
後
６
時
ま
で

で
す
が
、
保
護
者
か
ら
の
要

望
の
あ
っ
た
２
か
所
に
つ
い

て
は
午
後
７
時
ま
で
延
長
し

て
い
ま
す
。
他
の
保
育
所
に

つ
い
て
は
時
間
延
長
の
要
望

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
要

望
が
多
く
な
れ
ば
福
祉
協
議

会
に
お
願
い
し
て
い
く
考
え

で
す
。老

人
ホ
ー
ム
に
隣
接
し

て
保
育
園
や
託
児
所
を

設
け
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
家
庭
と
仕
事
の
両
立
や

世
代
間
交
流
に
も
役
立
つ
と

思
い
ま
す
。

町
内
に
は
三
つ
の
保
育

園
が
あ
り
、
定
員
は

３
０
０
人
で
す
。
待
機
児
童

は
い
ま
せ
ん
。
町
内
の
老
人

ホ
ー
ム
を
運
営
す
る
法
人
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
事
業
所

内
に
保
育
園
等
を
設
け
る
予

定
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

町
と
し
て
も
今
の
と
こ
ろ
新

た
な
保
育
園
を
整
備
す
る
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
世
代

間
交
流
は
大
事
な
こ
と
。
保

育
園
が
行
っ
て
い
る
交
流
事

業
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

医
療
・
福
祉

上
うえ

田
だ

 紗
さ

耶
や
 議員

（２年・保体委員長）

高
たか

橋
はし

 瑠
る

奈
な
 議員

（２年・合唱委員長）

伊
い

藤
とう

 涼
すず
 議員

（２年・部活動運営委員長）

森
もり

 　楓
かえで

 議員
（１年・生徒会書記）

有
あり

住
すみ

 龍
りゅう

星
せい
 議員

（１年・生徒会書記）

中
なか

島
しま

 龍
りゅう

 議員
（１年・生徒会会計）

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
さ

ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
み
ま
す
。
外
国
人
向
け
に
、

案
内
の
外
国
語
表
記
や
ア
ナ

ウ
ン
ス
を
検
討
し
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
外

国
人
観
光
客
向
け
の
サ
ー
ビ

ス
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

外
国
人
向
け
の
案
内
表

示
は
、
国
道
４
号
と
工

業
団
地
道
路
の
南
北
入
口
に

あ
る
だ
け
で
、
も
っ
と
進
め

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

訪
れ
る
外
国
人
の
推
移
を
見

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
考

え
で
す
。
会
話
や
あ
い
さ
つ

な
ど
、
歓
迎
の
気
持
ち
が
伝

わ
る
よ
う
「
お
も
て
な
し
」

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。中

学
校
の
旧
校
舎
に
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
く

車
イ
ス
で
の
移
動
は
大
変
で

す
。
設
置
を
考
え
て
い
ま
す

か
。

旧
校
舎
に
は
昇
降
機

し
か
な
く
、
周
り
の

皆
さ
ん
の
温
か
い
思
い
や
り

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
は
多
額
の
費

用
を
伴
う
事
か
ら
現
段
階
で

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
引
き

続
き
、
仲
間
へ
の
支
援
の
手

を
差
し
伸
べ
て
い
た
だ
く
よ

う
期
待
し
ま
す
。

金
ケ
崎
小
学
校
や
西

小
学
校
に
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
や
ス
ロ
ー
プ
が
あ

り
ま
せ
ん
。
設
置
を
考
え
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

西
小
学
校
と
三
ケ
尻

小
学
校
に
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
せ
ん
。

必
要
と
す
る
児
童
が
入
学
す

る
際
は
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

一
方
で
、
障
が
い
者
も
健
常

者
も
共
に
生
き
る
心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
も
育
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

金
かね

子
こ

 瞬
しゅん

 議員
（２年・生徒会副会長）

髙
たか

橋
はし

 一
いっ

成
せい
 議員

（２年・学習委員長）

佐
さ

々
さ

木
き

 拓
たく

野
や
 議員

（２年・部活動運営委員長）

町
長

上
田

森

金
子

高
橋

有
住

髙
橋

伊
藤

中
島

佐
々
木

バ
ス
の
全
員
利
用
を

教
育
長 
― 

利
用
基
準
は
４
㎞   　

学
童
保
育
の
時
間
延
長
を

町
長 

― 

要
望
を
み
て
対
応　
　

小
学
校
に
エ
レ
ベ
ー
タ
を

教
育
長 

― 

必
要
児
童
に
よ
り
検
討

教
育
長

教
育
長

教
育
長

町
長

町
長

教
育
長

町
長

教
育
長

建
設
的
な
提
案
に
感
謝

髙
橋  

由
一  

町
長

鋭
さ
は
大
人
顔
負
け  

及
川
紀
美
子  

教
育
委
員
長　

   　
　

 

答
弁
に
は
デ
ー
タ
調
査
も

新
田　

章  

教
育
長

　
　
　
　

  

や
が
て
は
議
員
に

伊
藤  

雅
章  

議
長

傍聴者
の

特集
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「
町
の
垣
根
を
と
り
は
ら
い
歴
史
の
町
が
手
を
つ
な
ぐ
」
初
の
共
同
編
集　

平
泉
町
議
会
・
金
ケ
崎
町
議
会

「
町
の
垣
根
を
と
り
は
ら
い
歴
史
の
町
が
手
を
つ
な
ぐ
」
初
の
共
同
編
集　

平
泉
町
議
会
・
金
ケ
崎
町
議
会

議会トピックス⑬議会トピックス⑭

伝
※

建群のまち
金ケ崎町

特
別
企
画　

議
員
の
主
張
「
歴
史
の
ま
ち
を
見
つ
め
る
」

特
別
企
画　

議
員
の
主
張
「
歴
史
の
ま
ち
を
見
つ
め
る
」

14
 お手本はすぐそこに　2014年金ケ崎町農業賞（水稲部門）に輝いた農事組合法人上平沢。農地集積による生産性向上とコス
ト低減を図りながら、農業所得の安定確保の実績が高く評価されたものです。町における集落営農組合から法人化へ移行した先達でもありま
す。何といってもその引き金になったのは「基盤整備」の実施。そして仲間を引っ張るリーダーの存在。立派なお手本が身近な所にありますよ。

 皆さんも親しんでみては　２月２日、芸術文化功労者祝賀会がみどりの郷で行われました。芸術文化
の分野で活動実績が顕著な方々を祝福するもので、９人１団体の紹介と表彰がありました。澤藤芸術文化協会長
は『芸術文化活動は、町民誰もの日常的な生活の中に、普通に組み入れられることが協会の大きな目標』と力説。

梅う
め

田だ  

敏と
し

雄お  

議
員

　

先
人
の
思
い
を
つ
な
ぐ

　

先
人
の
思
い
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　

歴
史
の
ま
ち

　
　
　
　
　
　

歴
史
の
ま
ち

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

　

役
場
か
ら
東
に
10
分
ほ
ど
歩
く
と
、
城

※

内

諏
訪
小
路
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
入
る
。そ
こ
は
、寛
永
21
年（
１
６
４
４
年
）

伊
達
家
一
族
大
町
氏
が
金
ケ
崎
要
害
に
入

り
、
城
と
城
下
町
を
整
備
し
て
以
来
３
５
０

年
余
。
時
代
が
移
っ
て
も
武
家
町
の
街
並
と

四
季
折
々
の
景
観
を
守
り
伝
え
て
き
た
場
所

で
あ
る
。
そ
の
街
並
の
す
べ
て
は
「
藩
境
の

み
ど
り
豊
か
な
要
害
」
と
し
て
、
現
に
こ
こ

で
暮
ら
す
住
民
の
手
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
。
歴
史
を
核
と
し
た
閑
静

で
利
便
性
の
あ
る
住
宅
空
間
の
保
存
の
た
め

に
、
町
は
様
々
な
施
策
と
住
民
支
援
を
行
っ

て
い
る
が
、
よ
り
力
を
入
れ
て
も
ら
い
た
い

も
の
だ
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
に
安
倍
宗
任
の
鳥
海
柵

跡
が
国
史
跡
指
定
と
な
り
、
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
の
資
源
と
し
て
光
が
当
て
ら
れ
た
。
宗

任
の
娘
が
平
泉
藤
原
秀
衡
の
母
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
鳥
海
柵
跡
は
平
泉
文
化
の
前
史
と
い

え
る
歴
史
遺
産
で
あ
る
。
平
泉
の
世
界
遺
産

と
共
に
、
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が

発
展
す
る
よ
う
願
う
も
の
で
あ
る
。

髙た
か

橋は
し　

奨
す
す
む  

議
員

　

平
泉
と

　

平
泉
と
鳥鳥と

の
と
の

海海み
の
み
の

柵柵さ
く
さ
く

　
　
　
　

そ
し
て
大
林
城

　
　
　
　

そ
し
て
大
林
城

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

　
「
夏
草
や
兵

つ
わ
も
のど

も
が
夢
の
跡
」
藤
原
三
代

の
仏
教
文
化
は
安
倍
氏
一
族
の
「
み
ち
の
お

く
」
支
配
か
ら
始
ま
っ
た
。
骨
肉
争
う
前
九

年
、
後
三
年
の
役
を
経
て
平
和
へ
の
願
い
と

戦
乱
の
犠
牲
と
な
っ
た
者
達
へ
の
鎮
魂
文
化

で
あ
る
。
白
河
以
北
を
統
治
、
北
方
交
易
や

黄
金
産
出
で
栄
え
た
。

　

義
経
を
守
り
頼
朝
軍
と
戦
っ
た
が
、
平
泉

は
無
念
に
も
滅
亡
し
た
。
そ
の
後
、
鳥
海
柵

を
拠
点
と
し
た
安
倍
氏
一
族
か
ら
始
ま
り
、

平
泉
藤
原
氏
を
経
て
頼
朝
の
支
配
地
と
な
っ

た
こ
の
地
方
は
、
葛
西
７
人
衆
の
ひ
と
り
柏

山
伊
勢
守
が
大
林
城
を
拠
点
に
支
配
し
た
。

４
０
０
年
続
い
た
大
林
城
は
財
力
、
軍
事
力

が
強
大
に
な
り
、
宮
城
県
北
ま
で
影
響
力
が

及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
豊
臣
秀
吉

が
命
じ
た
小
田
原
参
陣
が
出
来
ず
に
滅
亡
し

た
。

　

平
泉
と
金
ケ
崎
は
古
代
か
ら
「
み
ち
の
お

く
」
の
歴
史
の
中
心
に
あ
っ
た
。
今
こ
そ
二

つ
の
町
の
歴
史
遺
産
を
結
び
、
周
遊
出
来
る

観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

平
泉
町
も
自
立
の
ま
ち
と
し
て
町
名
と
文

化
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

大お
お

内う
ち  

政ま
さ

照て
る  

議
員

　

千
年
の
時
を
越
え
て

　

千
年
の
時
を
越
え
て

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

　

藤
原
時
代
を
築
い
た
初
代
清
衡
の
母
は
安

倍
頼
時
の
娘
で
あ
っ
た
。
そ
の
兄
弟
で
鳥
海

柵
（
金
ケ
崎
町
）
の
主
は
安
倍
宗
任
で
、
清

衡
の
お
じ
に
あ
た
る
。
前
九
年
の
役
で
敗
れ

た
安
倍
氏
は
滅
亡
す
る
が
、
宗
任
だ
け
は
降

服
し
一
命
を
と
り
と
め
た
。
そ
の
後
、
四
国

か
ら
九
州
に
配
流
さ
れ
た
。
子
孫
は
松
浦
氏

の
娘
婿
に
な
り
、
平
清
盛
の
側
近
で
平
家
方

の
水
軍
と
し
て
活
躍
し
た
。そ
の
後
敗
走
し
、

源
氏
の
迫
害
か
ら
逃
れ
る
た
め
安
倍
姓
を
名

乗
っ
た
。

　

そ
の
子
孫
と
し
て
、
安
倍

晋
太
郎
元
外
務
大
臣
、
安
倍

晋
三
総
理
大
臣
な
ど
が
い

る
。
安
倍
一
族
の
墓
所
は
奥

州
市
衣
川
区
に
あ
り
、
毎
年

弔
い
の
供
養
が
さ
れ
て
い

る
。

　

金
ケ
崎
町
と
平
泉
町
は
千

年
前
か
ら
縁
が
あ
り
、
眼
に

見
え
な
い
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
。
金
ケ
崎
町
と
平
泉
町
は

次
の
千
年
を
協
力
し
、
お
互

い
の
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

で
未
来
を
築

い
て
行
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

佐さ

藤と
う  

孝こ
う

悟ご  

副
議
長

　

一
万
本
の
桜

　

一
万
本
の
桜

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

　

安
倍
頼
時
氏
の
時
代
に
中
尊
寺
対
岸
に
あ

る
束
稲
山
に
一
万
本
の
桜
を
植
え
た
と
の
言

い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　

平
泉
を
訪
れ
た
歌
人
西
行
法
師
は
、「
き

き
も
せ
ず
束
稲
山
の
さ
く
ら
花
吉
野
の
ほ
か

に
か
か
る
べ
し
と
は
」
と
そ
の
美
し
さ
に
感

動
し
、
吉
野
山
以
外
に
も
こ
れ
ほ
ど
見
事
な

桜
の
山
が
あ
っ
た
の
か
と
、
驚
き
を
歌
に
し

ま
し
た
。

　

10
世
紀
初
頭
の
古
今
和
歌
集
に
も
採
録
さ

れ
た
吉
野
山
の
桜
に
ま
つ
わ
る
歌
、
和
歌
を

嗜た
し
なむ
安
倍
氏
で
あ
れ
ば
「
吉
野
山
の
桜
」
は

推
し
て
知
る
べ
し
。
戦
乱
の
世
で
あ
れ
ば
こ

そ
「
花
を
愛
で
る
心
」
が
あ
っ
て
欲
し
い
と

の
願
い
が
言
い
伝
え
と
な
っ
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

　

現
在
、
当
時
の
桜
情
景
の
再
現
計
画
も
考

え
ら
れ
て
お
り
、
近
い
将
来
、
桜
に
覆
わ
れ

た
束
稲
山
が
見
ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

折
し
も
昨
年
、
安
倍
氏
の
軍
事
的
拠
点
、

金
ケ
崎
町
「
鳥
海
柵
」
跡
が
、
国
の
史
跡
指

定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
教
育
、

観
光
面
で
の
活
用
が
期
待
で
き
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

世界遺産のまち
平　泉　町

細目家どうだんの垣根

大沼家さむらい住宅1000年の歴史を今に鳥海柵（とのみのさく）跡

平泉駅を降りて… 白糸まちなみ交流館

西行法師が詠った束稲山（たばしねやま）

安倍一族の墓所（奥州市衣川区）

毛越寺大泉ヶ池

・面　　　積 ６３.３９k㎡

・人　　　口
８,２１８人
（平成２５年３月３１日現在）

・世　帯　数 ２,６１６戸
・高齢者比率 ３１.７６％
・議　員　数 １２人
・職　員　数 １１４人

・平成 25 年       
　度当初予算 ４０億５０００万円

・面　　　積 １７９．８k㎡

・人　　　口
１６，１０８人
（平成２５年３月３１日現在）

・世　帯　数 ５，６４６戸
・高齢者比率 ２６．９％
・議　員　数 １６人
・職　員　数 １５４人

・平成 25 年       
　度当初予算 ９１億３０００万円

キャッチ
フレーズ やすらぎと文化をおりなす千年のまちづくり

花鳥木 花　さくら 鳥　うぐいす 木　すぎ

沿　革

昭和 30 年 平泉町と長島村が合併、平泉町となる
昭和 41年 町民憲章制定
昭和 57年 和歌山県田辺市と柿妹都市提携
平成 13 年「平泉の文化遺産」世界遺産暫定リスト搭載
平成 23 年 平泉の文化遺産が世界遺産に登録

まちの
特　色

・奥州藤原氏が建立した「金色堂」を始め、三千余点の重要文化財を有する。
・年間２００万人を超える観光客が訪れる観光と歴史の町。
・５資産からなる平泉の文化遺産が世界遺産に登録されている。

キャッチ
フレーズ 人と地域が支えあうまち　金ケ崎
花鳥木 花　さつき 鳥　やまどり 木　すぎ

沿　革

昭和 30 年金ケ崎町と永岡村が合併、新金ケ崎町となる
昭和 45 年町民憲章制定
昭和 54 年生涯教育の町宣言
平成 11年 田園環境保全の町宣言
平成 16 年 新金ケ崎駅舎供用開始

まちの
特　色

・岩手中部工業団地へ大手企業立地
・森山総合公園（陸上競技場、野球場、温水プール等）
・４つの温泉施設（永岡、金ケ崎、千貫石、みちのく城址温泉）

　こんな町です　平　泉 　こんな町です　金ケ崎　町のデータ 　町のデータ

15

HIRAIZUMI　TOWN KANEGASAKI　TOWN

　
　
　
 青
木
幸
保
  議

長 　歴史のまちの　議長が握
手 　
伊藤

雅
章
  議
長
　
   
　



17 16議会トピックス⑮
 はつらつ中学生議会　2月４日、中学生議会が開催されました。傍聴席には家族、議員等約44人。
孫の堂々とした質問に目を潤ませるじーちゃん・ばーちゃん。この中学生たちの目に、我々議員の姿がどう
映るのだろう。聞いてみたいような、みたくないような…。

議会トピックス⑯
 おらだづ（自分たち）でつくる　２月６日、「議会だより全国コンクール最優秀賞」という吉報が届き
ました。歴代の議員の努力の結晶である全国１位。「なして、おらだづだげで作ねばなんねぇんだ」と言う人
もいましたが、だからこそ価値のある受賞です。みなさんありがとうございます。

昭
和
43
年
か
ら
始
ま
っ

た
減
反
政
策
は
功
罪
半

ば
し
て
、
米
価
は
４
割
も
下

が
っ
た
。
米
支
払
交
付
金
は

７
５
０
０
円
と
半
減
、
５
年

後
に
は
廃
止
と
な
る
。

　

減
反
政
策
を
や
め
て
農
家

の
自
主
的
判
断
に
任
せ
る
と

し
、
そ
の
目
的
は
大
規
模
化
、

法
人
化
で
あ
ろ
う
。

　

散
居
集
落
で
小
規
模
兼
業

農
家
が
多
い
本
町
に
は
、
適

さ
な
い
政
策
で
は
な
い
か
。

若
い
担
い
手
が
不
足
し

高
齢
化
し
て
い
る
現
状

で
は
、
農
地
の
集
約
を
図
り

生
産
効
率
の
向
上
で
コ
ス
ト

を
下
げ
、
新
農
政
に
よ
っ
て

下
落
す
る
米
価
に
対
処
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

稲
作
中
心
の
複
合
経
営

や
兼
業
農
家
が
こ
れ
ま

で
集
落
の
農
業
、環
境
、伝
統
、

文
化
を
守
っ
て
き
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
あ
っ
て
の
大

規
模
化
と
思
う
が
、
か
つ
て

の
畜
産
の
選
択
的
拡
大
政
策

の
よ
う
な
失
敗
を
繰
り
返
し

て
は
な
ら
な
い
。

　

指
導
者
よ
り
も
最
後
は
農

民
が
苦
し
む
。
新
た
な
農
業
・

農
村
政
策
に
つ
い
て
問
う
。

26
年
度
は
、
今
ま
で
と

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。

主
食
用
米
、
加
工
米
や
大
豆

等
、水
田
の
完
全
活
用
を
図
る
。

　

将
来
は
、
現
場
の
経
営
判

断
が
重
要
視
さ
れ
る
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
と
日

本
型
直
接
支
払
制
度
が
創
設

さ
れ
る
。

空
き
家
対
策
は

空
き
家
対
策
は

仕
事
の
都
合
で
後
継
ぎ

が
都
会
や
街
に
住
む
よ

う
に
な
っ
た
。
先
祖
代
々
続

い
た
土
地
と
家
を
、
不
文
律

で
は
あ
っ
た
が
必
ず
誰
か
継

ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
集
落
は
成

り
立
っ
て
き
た
。

　

昨
今
は
、
定
年
退
職
後
も

農
地
・
農
業
を
継
ぐ
必
要
性

も
少
な
く
、
帰
村
せ
ず
空
き

家
が
増
え
た
。

　

町
と
し
て
の
対
策
を
問
う
。

５
年
前
の
調
査
で
は
、

町
内
約
５
千
世
帯
の
う

ち
、
18
戸
の
空
き
家
が
あ
っ

た
。

　

県
で
実
施
し
て
い
る
空
き

家
バ
ン
ク
に
登
録
・
斡
旋
し

て
い
る
。

「
空
き
家
管
理
条
例
」

を
制
定
し
て
適
正
な
管

理
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
町

も
あ
る
。
条
例
を
制
定
す
べ

き
だ
。国

が
空
き
家
対
策
を
検

討
す
る
と
の
情
報
も
あ

り
、
町
と
し
て
も
26
年
度
を

目
標
に
本
格
的
な
実
態
調
査

を
行
い
、
適
切
に
対
処
す
る
。

ずばりずばり!! 金ケ崎の金ケ崎の
     ここが       ここが  聞きたい聞きたい

 

水
と
み
ど
り
豊
か
な

 

故
郷
の
未
来
を
確
か

 

な
も
の
に

　

や
む
な
き
事
情
で
盛
岡
に
転

居
し
て
か
ら
40
余
年
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、
懐
か
し
い
郷
里
の

様
子
を
知
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。

　

鳥
海
柵
跡
の
国
史
跡
指
定
は

報
道
で
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
形
で
保
存
さ
れ
る

の
か
見
守
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
父
の
所
有
地
に
関
わ
っ
た

鎌
田
線
の
休
止
や
、
放
射
能
汚

染
が
金
ケ
崎
町
の
牧
草
地
に
ま

で
及
ん
で
い
る
こ
と
も
初
め
て

知
り
ま
し
た
。

　

５
年
前
の
定
年
退
職
後
、
４

年
間
再
任
用
教
諭
と
し
て
勤
務

し
ま
し
た
が
、
再
任
用
制
度
義

務
化
の
方
向
の
中
で
新
採
用
の

枠
が
ど
う
確
保
さ
れ
る
の
か
心

配
で
す
。「
若
い
血
」
は
や
は

り
必
要
で
す
。

　

み
ど
り
豊
か
な
金
ケ
崎
町
の

生
物
多
様
性
も
含
め
た
環
境
保

全
の
取
り
組
み
や
、
原
発
に
頼

ら
な
い
町
独
自
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
確
保
す
る
よ
う
な

施
策
も
強
く
望
み
ま
す
。
森
山

の
開
発
は
経
済
効
果
大
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
「
里
山
」
の

部
分
を
残
し
て
欲
し
い
と
願
い

ま
す
。ま
た
、「
あ
の
日
あ
の
時
」

で
は
、
金
ケ
崎
に
い
た
頃
か
ら

あ
ち
こ
ち
で
始
ま
っ
た
圃
場
整

備
事
業
が
、
今
も
ね
ば
り
強
く

継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。
町
議
会
が
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
る
よ

う
期
待
し
ま
す
。

渡
わた

邊
なべ

  憲
けん

二
じ

 さん
（盛岡市在住  北方出身）

見
ま
し
た
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

金ケ崎のここが金ケ崎のここが聞きたい聞きたい 一般質問

ページ 質 問 者（登壇順） 質　　問　　項　　目

17 髙 橋   奨 ①農政改革への対応 　
②空き家対策について

18 及　川　みどり
①診療所、今後の展望は　
②がん対策の充実を　
③子育て支援について

19 阿 部 隆 一
①特養施設増設及び訪問介護、訪問看護の充実を
②子どもの貧困対策の推進　
③第３子以降給食費無料など子育て支援の強化

20 梅 田 敏 雄
①次期介護保険計画について　
②小中学校の土曜授業について　
③子ども会育成会の現状と課題について

　一般質問は、議員にとって、住民から重大な関心と期待を持たれる大事な議員活動です。町政
全般にわたって執行機関に疑問点をただし、所信の表明を求め、議員自らの政策提言を行い政治
姿勢を明らかにするものです。
　質問する議員は、執行当局に事前通告します。本会議場での持ち時間は１人１時間。質疑の様
子は、質問した議員が自ら原稿をおこし、それを掲載しています。（１人１ページ）。
　なお、今議会の登壇議員は４人でした。傍聴者は延べ４人でした。

議員のつぶやき議員のつぶやき

農政改革への対応は　
町長 ― 農地の集約で生産効率を向上

問

髙
たか

橋
はし

   奨
すすむ

  議員
TAKAHASHI　SUSUMU

たかはし すすむ

　家を継ぐべき人が都会へ、街

へと。故郷には戻ってこない。

　「空き家」がふえる。

　心配だな～。

問

問

ふえる空き家　あるじもなくひっそり雪の中

町
長

町
長

町
長問町

長



19 18議会トピックス⑰
 みんな笑顔で　２月９日、社会福祉法人共伸会の御

※

下賜金拝受記念祝賀会が、永岡温泉で行われました。共伸会
が30年間社会福祉事業に取り組んできた功績が認められ、拝受となったものです。祝賀会は、施設利用者の歌、踊り、
三味線など、楽しくにぎやかなものでした。障害があっても地域でくらせるよう、みんなで支えていきたいと思います。

議会トピックス⑱
 安泰・六原鬼剣舞　２月15日に行われた「おらほのまつり in北部」。町民憲章の中にある「あたたかい心をむすびあい住み
よい町をつくりましょう」この実践に取り組んだのが北部地区のみなさん。中でもひときわ脚光を浴びたのが六原幼稚園児のチビッ子鬼剣舞。
新調なった衣装に身をつつみ大人顔負けの名演技。今後、町内あちこちからお声がかりがありそうな予感。大事にしましょう町の宝っ子。

金
ケ
崎
診
療
所
は
、
老

朽
化
な
ど
か
ら
早
期
建

て
替
え
が
必
要
だ
。

　

国
で
は
、
歳
を
と
っ
て
も

安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る

「
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
」
の
構

築
を
目
指
し
て
い
る
。
医
療
、

介
護
、
生
活
支
援
を
総
合
的

に
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

町
長
の
構
想
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

25
年
度
、「
診
療
所
の

今
後
の
運
営
等
検
討
委

員
会
」
か
ら
、「
地
域
医
療
の

中
核
と
し
て
町
民
が
使
い
や

す
い
施
設
に
建
て
替
え
る
こ

と
」
と
す
る
報
告
書
が
出
さ

れ
た
。

　

安
定
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
が
も
っ
と

も
重
要
で
あ
り
、
医
療
・
介
護
・

福
祉
・
保
健
の
連
携
を
図
り
、

地
域
医
療
の
充
実
に
努
め
る
。

　
「
診
療
所
建
設
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
早
い
時
期

に
整
備
す
る
。

町
内
に
眼
科
医
が
い
な

い
の
で
、
珍
療
所
の
整

備
に
合
わ
せ
て
来
て
も
ら
う

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

医
師
会
に
問
い
合
わ
せ

た
が
、
現
在
対
応
で
き

る
眼
科
医
が
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

町
民
に
と
っ
て
は
必
要
な

こ
と
な
の
で
、
来
て
も
ら
え

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
く
。

ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
導
入
を

ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
導
入
を

胃
が
ん
の
早
期
発
見
の

た
め
、
総
合
健
診
の
項

目
に
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
加
え

る
べ
き
だ
。

ピ
ロ
リ
菌
検
査
は
、
胃

が
ん
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者

を
発
見
す
る
方
法
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
が
、
町
内
の

検
診
機
関
で
は
対
応
し
て
い

な
い
。

　

今
後
の
研
究
成
果
等
を
見

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

中
学
３
年
生
の
イ
ン
フ

中
学
３
年
生
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

費
用
助
成
を

費
用
助
成
を

入
試
の
時
期
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る

時
期
で
も
あ
る
。
受
験
生
が

安
心
し
て
勉
強
に
取
り
組
め

る
よ
う
、
予
防
接
種
を
受
け

て
お
く
こ
と
が
大
事
だ
。

　

中
学
３
年
生
の
予
防
接
種

費
用
を
助
成
す
べ
き
だ
。

26
年
度
か
ら
、
1
歳
か

ら
年
長
児
ま
で
、
予
防

接
種
の
一
部
助
成
を
検
討
し

て
い
る
。

　

そ
れ
以
上
の
年
齢
に
つ
い

て
は
検
討
課
題
だ
。

　

※
御ご

下か

賜し

金き
ん

　
　

天
皇
陛
下
か
ら
の
お
祝
い
金

国
は
、27
年
度
か
ら
「
特

養
入
所
は
要
介
護
３
以

上
」「
要
支
援
は
介
護
保
険
適

用
除
外
」
等
、
介
護
保
険
制

度
を
大
幅
に
後
退
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
。

　

26
年
度
中
は
要
介
護
１
〜

２
で
も
入
所
で
き
る
。
26
年

度
中
に
増
床
し
、
待
機
者
を

無
く
す
べ
き
だ
。

26
年
度
中
に
増
床
す

る
。
給
付
費
、
消
費
増

税
、
町
の
決
算
状
況
、
国
の

動
向
等
を
見
な
が
ら
規
模
を

決
定
す
る
。

昨
年
末
、
奥
州
市
江
刺

区
内
に
、一
体
施
設
「
高

齢
者
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
」
が
開
所
し
た
。
町
内
に

も
整
備
す
べ
き
だ
。

町
内
に
、
開
所
を
希
望

す
る
事
業
者
が
い
な

い
。

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

看
護
師
と
介
護
施
設
介
護
士

が
、
利
用
者
宅
に
あ
る
「
連

携
ノ
ー
ト
」
で
協
調
し
て
い

る
。
こ
の
体
制
を
強
化
し
て

い
く
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を

生
徒
会
費
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

費
を
就
学
援
助
対
象
と

し
て
検
討
す
べ
き
だ
。

26
年
度
か
ら
、
小
中

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費

と
中
学
校
の
生
徒
会
費
を
援

助
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

子
育
て
支
援
の
強
化

子
育
て
支
援
の
強
化

小
学
校
に
３
人
以
上
同

時
在
籍
し
て
い
る
世
帯

に
限
定
し
て
、
第
３
子
以
降

の
給
食
費
を
無
料
化
で
き
な

い
か
。

給
食
費
は
材
料
費
の

み
の
負
担
を
お
願
い

し
て
い
る
。

少
子
化
対
策
上
、
保
育

園
、
幼
稚
園
の
第
２
子

の
保
育
料
も
無
料
化
す
べ
き

だ
。（
本
町
は
、
保
育
園
の
第

２
子
は
半
額
補
助
、
第
３
子

以
降
は
幼
稚
園
、
保
育
園
と

も
に
無
料
）

第
２
子
無
料
化
は
財
政

的
に
困
難
で
あ
る
。

国
の
制
度
で
、
26
年

度
か
ら
幼
稚
園
に
第

１
子
が
同
時
在
籍
、
ま
た
は

小
学
１
〜
３
年
に
在
籍
し
て

い
る
世
帯
は
、
第
２
子
は
半

額
に
な
る
。

議員のつぶやき議員のつぶやき

金ケ崎のここが金ケ崎のここが聞きたい聞きたい 一般質問

及
おい

川
かわ

みどり  議員
OIKAWA　MIDORI

おいかわ

特養ホームの増設を　
町長 ― 国の動向を見ながら、増設規模を決定

議員のつぶやき議員のつぶやき

阿
あ

部
べ

隆
りゅう

一
いち

  議員
ABE　RYUICHI

あ べ り ういち

　４月から消費税増税、被災地
復興に急ブレーキ。
　消費大不況→リストラ→国民
所得減少→「経済悪循環」を危
惧する。

 

診
療
所
、
今
後
の
展
望
は

町
長 

― 

建
設
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
早
い
時
期
に
整
備

問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

問

問

問

新しい金ケ崎診療所に通う日はいつ？

　インフルエンザ。学級閉鎖。
　おらだ、わらすの頃はな
かったよなぁ。
　現代っ子よ、バイキンマン
に負けるな！（バッパジャー）

町
長

町
長

問

問

教
育
長

問町
長

教
育
長

教
育
長

たのしいひなまつりのお食事会（三ケ尻幼稚園）
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現在どうなっていますか
平成26年２月現在の状況（生活環境課） 

○防火水槽の拡充
　近年、防火水槽の設置はしてませんが、今後、有効
な補助金を探しながら拡充していきます。
○河川に調整池とポンプ車の進入路を設けること。
　河川改修に伴い、重要地域への設置を心がけていま
す。
○防火水槽に吸水栓の設置
　現状のまま使用しています。今後の防火水槽設置時
に検討します。
○団員の均等化
　部の再編等について、消防団と検討を重ねています
が、地域の実情や過去の活動状況等のからみから実
施できていない状況です。
○団員報酬と出動手当
　団員報酬、出動手当支給時期について改正はしてい
ません。近隣市町村の動向を見ながら検討します。
○部に対する活動費の支給
　部に対しては、必要物品の支給と修繕や燃料、消耗
品等はすべて支給しているので、活動費の支給は今
のところ考えていません。
○団員への報酬等の支給
　検討を重ねていますが、現在はまとめて部へ支給し
ています。

　

消
防
力
を
高
め
よ

高
橋
紀
雄
町
長 

― 

多
様
な
観
点
か
ら
改
善　

 

消
防
の
防
火
施
設
の
充

実
と
、
団
員
の
待
遇
の

見
直
し
等
つ
ぎ
の
点
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

一
、
晴
天
渇
水
時
に
威
力
を
発

揮
す
る
防
火
水
槽
の
拡
充
を
計

る
こ
と
。

一
、
河
川
に
貯
水
池
の
設
置
と
、

ポ
ン
プ
車
の
進
入
路
を
設
け
る

こ
と
。

一
、
特
に
冬
季
積
雪
の
多
い
地

域
の
防
火
水
槽
に
吸
水
栓
の
設

置
を
。

防
火
水
槽
に
つ
い
て
は

今
後
も
、
地
域
の
要
望

等
見
聞
し
な
が
ら
対
処
す
る
。

ま
た
、
吸
水
栓
の
設
置
は
充
分

検
討
し
設
置
す
る
考
え
で
あ
る
。

河
川
等
へ
の
進
入
路
、
貯
水
池

は
河
川
改
修
等
で
現
在
で
も
何

ケ
所
か
設
置
し
て
い
る
が
今
後

も
重
要
地
域
に
は
対
処
す
る
考

え
で
あ
る
。

一
、
各
団
の
団
員
数
の

差
が
多
く
各
種
行
事
等

で
大
変
苦
慮
し
て
い
る
。
団
員

数
の
均
等
化
は
出
来
な
い
か
。

一
、
団
員
報
酬
と
出
動
手
当
の

額
と
、
支
給
時
期
の
見
直
し
。

一
、
部
に
対
す
る
活
動
費
の
支

給
。
現
在
各
部
の
活
動
費
用
は
、

団
員
の
報
酬
並
び
に
出
動
手
当

を
充
当
し
て
運
営
し
て
い
る
。

報
酬
、
手
当
等
は
各
団
員
に
支

給
さ
れ
る
べ
き
で
活
動
費
は
別

途
助
成
支
給
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

各
団
の
団
員
数
の
均
等

化
に
つ
い
て
は
、
組
織

充
実
の
為
に
も
充
分
検
討
し
て

参
り
た
い
。
待
遇
改
善
に
つ
い

て
は
、
近
隣
市
町
村
と
総
合
的

に
比
較
し
な
が
ら
消
防
委
員
会

で
審
議
し
て
い
た
だ
き
、
改
善

を
は
か
っ
て
行
く
考
え
で
あ
る
。

質
問

答
弁

再現　一般質問

干ばつ対策に活躍の消防団

あのあの日日　　
　あのとき　あのとき
あのあの議論議論

議会だよりバックナンバー④

当
町
の
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
実
態
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

訪
問
は
利
用
者
と
と
も

に
行
う
自
立
生
活
支
援

が
主
で
15
人
が
利
用
し
て
お

り
、
通
所
は
62
人
が
利
用
し

て
い
る
。
入
浴
な
ど
の
基
本

サ
ー
ビ
ス
に
身
体
機
能
訓
練

を
加
え
た
サ
ー
ビ
ス
は
48
人

が
利
用
し
て
い
る
。

国
は
介
護
保
険
の
理
念

で
あ
る
自
助
・
共
助
・

公
助
に
新
た
に
「
互
助
」
の

考
え
を
加
え
た
。
互
助
と
は

費
用
負
担
が
制
度
的
に
裏
付

け
ら
れ
て
い
な
い
自
発
的
な

も
の
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

地
域
社
会
で
の
支
え
あ
い
を

国
は
意
識
し
て
い
る
。
介
護

予
防
は
生
活
支
援
の
要
素
が

強
い
が
、
当
町
で
は
互
助
の

取
り
組
み
は
可
能
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
互
助

の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
担
い
手
は
見
当

た
ら
な
い
。
新
た
に
組
織
化

す
る
に
し
て
も
課
題
が
多
い
。

市
町
村
事
業
は
今
後
新
し
い

総
合
支
援
事
業
に
再
編
さ
れ

る
が
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
見
極
め
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
。地

域
ケ
ア
会
議
は
介
護

に
関
わ
る
新
た
な
地
域

づ
く
り
や
地
域
の
資
源
開
発

に
も
取
り
組
ま
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
ま
た
、
増
え
続
け

る
保
険
料
や
サ
ー
ビ
ス
給
付

を
抑
え
る
課
題
に
も
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
と
思
う
が
ど
の

よ
う
な
運
営
を
し
て
い
く
の

か
。

地
域
ケ
ア
会
議
は
医
師

や
介
護
事
業
所
の
職

員
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や

民
生
委
員
な
ど
多
様
な
方
々

で
組
織
さ
れ
、
個
別
の
事
例

を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
介

護
の
質
の
向
上
に
努
め
て
き

た
。
今
後
も
こ
の
役
割
は
変

わ
る
こ
と
が
な
い
と
考
え
て

い
る
。

土
曜
授
業
の
実
施
は

土
曜
授
業
の
実
施
は

ど
う
考
え
る

ど
う
考
え
る

国
の
省
令
が
改
正
さ

れ
、
柔
軟
に
土
曜
日
の

授
業
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
英
語
教
育
や
Ｉ
Ｌ
Ｃ
授

業
等
、
土
曜
日
の
活
用
に
機

運
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

学
校
週
５
日
制
の
中

で
土
曜
日
は
地
域
行

事
や
部
活
動
の
対
外
試
合
な

ど
に
活
用
さ
れ
て
き
た
。
ま

た
土
曜
授
業
の
実
施
と
な
れ

ば
教
職
員
の
勤
務
調
整
な
ど

課
題
が
多
い
。
し
か
し
、
全

国
的
な
流
れ
は
土
曜
授
業
に

前
向
き
に
な
っ
て
き
て
い
る

と
思
わ
れ
、
当
町
の
場
合
も

避
け
て
通
れ
な
い
と
考
え
て

い
る
。

子
ど
も
会
育
成
会
の
課
題

子
ど
も
会
育
成
会
の
課
題

子
ど
も
会
は
本
来
、
幼

児
か
ら
高
校
３
年
生
ま

で
の
年
齢
を
対
象
と
し
、
地

域
に
根
差
し
た
異
年
齢
集
団

で
あ
る
。
子
ど
も
会
の
自
主

的
活
動
を
支
え
る
た
め
、
経

験
や
見
識
が
期
待
さ
れ
る
地

域
の
す
べ
て
の
お
と
な
た
ち

が
育
成
者
と
な
り
、
そ
の
方
々

で
組
織
さ
れ
る
団
体
が
子

ど
も
会
育
成
会
で
あ
る
は
ず

だ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
育

成
会
は
保
護
者
だ
け

で
組
織
さ
れ
、
子
ど

も
た
ち
も
小
学
生
だ

け
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
よ
い
の

か
。

子
ど
も
た

ち
の
活
動

の
選
択
肢
が
多
様
化

し
て
お
り
、
多
忙
を

極
め
る
保
護
者
や
地

域
の
お
と
な
た
ち
の

現
状
を
踏
ま
え
る
と

育
成
会
の
み
な
ら

ず
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
、
自
治

会
や
教
育
委
員
会
が
力
を
合

わ
せ
、
地
域
子
育
て
宣
言
運

動
を
展
開
し
、
子
ど
も
た
ち

が
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
み
健

や
か
に
成
長
す
る
よ
う
取
り

組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

金ケ崎のここが金ケ崎のここが聞きたい聞きたい 一般質問

梅
うめ

田
だ

敏
とし

雄
お

  議員　
UMEDA　TOSHIO

うめ だ とし お

議員のつぶやき議員のつぶやき

　未来は変えられる。未来が
訪れた時にはそれは変えられ
ない。未来を変える時期は、
未来がまだ未来である時の「今
でしょ！」…未来創造委員会

町
長問 問

問 町
長

問

町
長

介
護
予
防　

こ
れ
か
ら
の
姿
は　

  　
　

町
長 
― 
自
立
め
ざ
し
て
支
援
し
て
い
く

問

議会トピックス⑲
 赤が強い　２月14日、岩手県町村議会議長会定期総会が盛岡市の自治会館で開かれ、議会広報県コンクールの表彰も行われま
した。以下審査員の講評です。「◎構成がしっかりしていてわかりやすい ◎事業を住民側の立場にたって紹介するなど、住民の声を上手
く伝えている ◎見出しの迫力、文字サイズは高齢者でも読みやすい ◎赤の色が少し強く目立つが読みにくい」これからの参考にします。

議会トピックス⑳
 倍返し？　バレンタインデー。世界各地で男女の愛の誓いの日と言われます。２月14日、議員控室机上にチョ
コレートが置かれていました。お互いが一瞬、自分一人だけにかと周りをキョロキョロ。きれいに16個あったこ
とに、皆の思いやいかに。「だれがくれたんだべー、３月は倍返し？」

教
育
長

子どもも大人も夢は天高く　空には凧（たこ）

教
育
長

質
問

答
弁
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町
の
借
金
返
済
額
（
公
債
費
）
が
基

準
を
超
え
て
い
る
と
し
て
、
国
か
ら

改
善
を
求
め
ら
れ
た
。
公
債
費
の
負
担
を
適

正
に
す
る
計
画
を
自
ら
作
成
し
、
７
年
以
内

に
基
準
内
（
実
質
公
債
費
比
率
18
％
以
下
）

に
お
さ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
困
難

な
局
面
を
ど
う
打
開
す
る
の
か
。

国
の
基
準
の
対
象
と
な
る
起
債
（
借

金
）
残
高
は
２
４
２
億
円
で
あ
る
。

道
路
や
下
水
、
農
集
排
な
ど
の
生
活
関
連
事

業
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
結
果
だ
。
県
内

で
も
そ
の
整
備
率
は
上
位
に
あ
る
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
建
設
事
業
を
見
直
し
、

新
規
の
借
入
れ
を
抑
制
す
る
こ
と
で
毎
年

の
借
入
れ
を
返
済
額
以
内
に
す
る
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
化
を
図
り
た
い
。

　

さ
ら
に
行
政
改
革
の
確
実
な
実
行
で
繰
り

上
げ
償
還
の
財
源
を
生
み
出
す
。
そ
れ
に
は

各
種
補
助
金
や
町
独
自
事
業
の
見
直
し
、
特

定
受
益
者
負
担
金
の
値
上
げ
な
ど
も
視
野
に

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
平
成
22
年
３
月
】

一
年
間
に
支
払
う
借
金
の
返
済
額
が
「
標

準
的
な
財
政
規
模
」
に
対
し
18
％
を
超
え
て

い
る
た
め
、
こ
れ
を
改
善
す
る
計
画
書
を
県

知
事
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

人
件
費
、
補
助
金
等
の
削
減
や
税
、
下
水

道
使
用
料
等
の
値
上
げ
に
協
力
を
い
た
だ
き
、

平
成
22
年
度
に
は
18
％
未
満
に
で
き
る
見
込

み
で
す
。
以
降
も
18
％
を
超
え
な
い
よ
う
、

返
済
額
以
内
で
の
借
入
で
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
の
黒
字
化
）　　
　
　
　
　

－

財
政
課

－

議
員
の
み
な
さ
ん
は
、
議
場
で

の
活
動
の
ほ
か
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
な
ぁ
。

議
会
で
は
、
町
政
が
町
民
の
た

め
に
き
ち
ん
と
仕
事
を
し
て

い
る
か
、
調
査
や
検
証
を
す
る
委
員
会

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

常
任
委
員
会
と
い
う
言
葉
、
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
わ
。

そ
れ
で
は
今
回
は
、
委
員
会
の

こ
と
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま

し
ょ
う
。ど

の
よ
う
な
委
員
会
が
あ
る

の
。

委
員
会
は
、
常
任
委
員
会
、
議

会
運
営
委
員
会
、
特
別
委
員
会

が
あ
り
ま
す
。

委
員
会
で
は
ど
の
よ
う
な
活

動
を
す
る
の
。

ま
ず
、
常
任
委
員
会
の
こ
と
を

説
明
し
ま
す
。
常
任
委
員
会
に

は
、
総
務
・
教
育
民
生
・
産
業
建
設
の

３
部
門
が
あ
り
ま
す
。
議
員
は
一
つ
以

上
の
常
任
委
員
に
な
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
常
任
委
員
会
は
、
町
政
の
課
題

や
執
行
状
況
を
調
査
、
検
証
す
る
所
管

事
務
調
査
、
請
願
・
陳
情
を
審
査
す
る

こ
と
が
主
な
活
動
で
す
。

　

次
に
、
議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
会

の
運
営
を
円
滑
、
効
率
的
に
進
め
る
た

め
の
委
員
会
で
す
。
委
員
の
人
数
は
６

人
で
す
。

　

特
別
委
員
会
は
、
特
定
の
事
件
を
調

査
、
審
査
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
委

員
会
で
す
。
現
在
、
議
会
広
報
編
集
特

別
委
員
会
と
放
射
能
汚
染
対
策
調
査
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
い
る

ん
だ
ね
。

そ
の
ほ
か
に
、
議
員
の
研
修
の

機
会
を
持
つ
た
め
に
、
議
会
独

自
で
町
政
調
査
会
を
設
置
し
て
、
勉
強

会
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

委
員
の
任
期
は
何
年
で
す
か
。

放
射
能
汚
染
対
策
調
査
特
別
委

員
会
の
ほ
か
は
、
２
年
で
す
。

今
回
、
任
期
満
了
で
改
選
を
行
っ
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

髙
橋　

照
雄

　

副
委
員
長　

髙
橋　

文
雄

　

委　

員　
　

山
路　

正
悟

　

委　

員　
　

千
田　
　

力

　

委　

員　
　

千
葉　

和
美

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

及
川
み
ど
り

　

副
委
員
長　

佐
藤　

千
幸

　

委　

員　
　

阿
部　

隆
一

　

委　

員　
　

有
住　
　

修

　

委　

員　
　

千
葉　

正
男

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

髙
橋　
　

奨

　

副
委
員
長　

梅
田　

敏
雄

　

委　

員　
　

巴　
　

正
市

　

委　

員　
　

高
橋　

藤
宗

　

委　

員　
　

髙
橋　

勇
喜

議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　
　

千
葉　

正
男

　

副
委
員
長　

梅
田　

敏
雄

　

委　

員　
　

髙
橋　
　

奨

　

委　

員　
　

山
路　

正
悟

　

委　

員　
　

及
川
み
ど
り

　

委　

員　
　

髙
橋　

照
雄

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　

及
川
み
ど
り

　

副
委
員
長　

山
路　

正
悟

　

委　

員　
　

千
葉　

和
美

　

委　

員　
　

阿
部　

隆
一

　

委　

員　
　

巴　
　

正
市

　

委　

員　
　

佐
藤　

千
幸

　

委　

員　
　

髙
橋　

勇
喜

町
政
調
査
会

　

会　

長　
　

梅
田　

敏
雄

　

副
会
長　
　

髙
橋　

勇
喜

今回のテーマ

委員会活動

ア
ー
ス

ア
ー
ス

パ
ー
ラ

パ
ー
ラ

ＡＡＡ

Ａ

パ
ー
ラＡ

Ａ

ど
う
す
る
町
の
借
金

平
成
24
年
度
決
算
に
お
け
る
町
の
起
債

残
高
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
合
わ
せ

て
１
９
４
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
18

年
度
か
ら
比
較
す
る
と
38
億
円
余
り
減
少

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
起
債
の
繰
り
上
げ

償
還
を
含
め
て
起
債
の
借
入
よ
り
も
返
済

を
多
く
す
る
こ
と
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
の
黒
字
化
）
を
基
本
と
し
た
財
政
運

営
を
行
っ
て
き
た
結
果
で
す
。

公
債
費
が
財
政
に
及
ぼ
す
負
担
を
表
す

指
標
で
あ
る
平
成
25
年
度
の
実
質
公
債
費

比
率
は
１
７
・
３
％
（
３
か
年
平
均
）
で
あ

り
、
平
成
26
年
度
で
は
18
％
に
近
づ
く
見

込
み
で
す
が
、
こ
れ
を
ピ
ー
ク
に
平
成
27

年
度
以
降
は
下
が
っ
て
い
く
見
込
み
で
す
。

（
財
政
課
）

その後 

どうなった　あの提言どうなった　あの提言どうなった　あの提言どうなった　あの提言どうなった　あの提言

平
成
18
年
12
月
議
会
定
例
会
で
の
一
般
質
問

インフラの整備は急速に進んだが…

答
弁 問 ア

ー
ス

議会トピックス㉑ 100分の67　３月２日に行われた町長選挙。８年ぶりの選挙となったものの、肝心の投票率は大幅に下落。平成18年の前々回
選81. 21％を約14ポイントも下回る67. 25％という結果となりました。平成に入って間もない頃の町長選、町議会選の投票率は90％前後。
今回の選挙、「短かった前哨戦」「見えにくかった争点」。結果、町民の関心もいまいち、…ということでしょうか。右肩上がりは「税」ばかり？

議会トピックス㉒
 克雪・利雪・活雪　２月16日、犬ゾリ大会が開催されました。関東地方の記録的大雪により、犬が移動で
きずにキャンセル続出。雪を活かしたイベントが雪でダウンとは予想外。それにしても広大な雪原のイメージが、
森山総合公園周辺のコチョコチョした大会になってしまった。犬ゾリ大会にも都市化の波か…

　　

  

町
政
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク

町
政
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク

子どもたちの未来が輝く
まちづくりを　　　　　

現場を知ることが大切（放射能汚染対策調査特別委員会）
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▼　

議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞

に
な
っ
た
と
聞
い
た
時
は
、
ヤ
ッ
タ
ー
と
喜

び
と
感
動
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
定
例
会
の

翌
日
か
ら
編
集
作
業
を
始
め
ま
す
が
、
議
場

で
は
わ
か
っ
た
つ
も
り
で
い
た
こ
と
が
、
い

ざ
記
事
に
し
よ
う
と
思
う
と
覚
え
て
い
な
く

て
、
す
ご
く
良
い
復
習
の
機
会
に
な
り
ま
す
。

後
期
も
私
達
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
の
で
き

る
議
会
だ
よ
り
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

 　

  

（
及
川
み
ど
り
）

▼　

こ
の
た
び
全
国
最
優
秀
賞
、
県
特
選
と
最
高

の
賞
を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
た
こ
と
に
、
委
員
全

員
の
喜
び
も
ひ
と
し
お
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
読
者
の
皆
様
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
な

が
ら
、
広
報
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
の
で
、
こ
の
栄
誉
あ
る
賞
は
町
民
の
皆
様

と
と
も
に
受
賞
し
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

今
後
も
、
こ
れ
に
お
ご
る
こ
と
な
く
、
読

者
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
広
報
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
山
路
正
悟
）

　
　

議　
　

長　
　

伊
藤　

雅
章
（
発
行
責
任
者
）

　
　

委
員
長　
　

髙
橋　

照
雄

　
　

副
委
員
長　
　

及
川
み
ど
り

　
　

委　
　

員　
　

千
葉　

和
美

　
　

委　
　

員　
　

山
路　

正
悟

　
　

委　
　

員　
　

佐
藤　

千
幸

　
　

委　
　

員　
　

有
住　
　

修

　
　

委　
　

員　
　

高
橋　

藤
宗

｜ 

次
号
の
お
知
ら
せ 

｜

　

次
号
（
第
１
１
１
号
）
は
26
年
７
月
発
行
予
定

で
す
。
６
月
議
会
定
例
会
の
内
容
を
中
心
に
お
伝

え
い
た
し
ま
す
。

ぴぴ   かっとかっと
ひかるひかる 人

シリーズシリーズ4040

裸男衆に浴びせられる清めの水、五穀豊穣を願って先導をつとめる高橋審判長

蘇
そ

民
みん

祭
さい

に魅せられて
　　下永沢

　　高
たか

　橋
はし

　徳
とく

　男
お

 さん
     　 TAKAHASHI　   TOKUO

　岩手の冬といえば、私はやはり「蘇民祭」と答え
たくなります。あの東奧の奇祭といわれる水沢区黒
石の黒石寺蘇民祭、かれこれ30年位前から参加し、
これまで「心木」２本を獲得しました。
　平成元年に永岡地域の青年たちが立ち上げた「お
らが村の永岡蘇民祭」には初回から今日まで連続26
回参加しています。これまでの戦歴は、取主（優勝）
３回、準取主が４回。平成 20年からは審判長を拝
命し、裸男衆に「気合い」をかける役も担っています。
　小さなムラの手づくりの祭が、今では県内はもと
より東京や北海道からの参加もあり、年々盛り上が
りをみせています。祭が親から子へ、子から孫へと
受け継がれ、末永く存続することを願っています。
近い将来、協力いただいている功

く

徳
どく

山
ざん

観
かん

音
のん

寺
じ

（永沢
大林）での蘇民祭開催が私の夢です。

　

双
子
ち
ゃ
ん
シ
リ
ー
ズ
も
通
算
21
組
と

な
り
ま
し
た
。
最
初
の
頃
登
場
し
た
子
も

大
き
く
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
回
は

三
ケ
尻
の
金
村
ひ
ろ
な
（
宥
奈
）
ち
ゃ
ん
・

ま
ゆ
な
（
繭
奈
）
ち
ゃ
ん
で
す
。
昨
年
８

月
４
日
に
う
ぶ
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
「
妊
娠
と
分
か
っ
た
だ
け
で
も
び
っ
く

り
だ
っ
た
の
に
、
双
子
と
分
か
り
さ
ら
に

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
日
々
成
長
し
て
い

く
に
つ
れ
て
感
情
や
表
情
な
ど
豊
か
に
な

り
う
れ
し
く
な
っ
て
い
ま
す
」
と
お
母
さ

ん
。
取
材
に
同
席
さ
れ
た
お
ひ
っ
こ
ち
ゃ

ん
「
健
康
で
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
が
ん
す
」

＊

　

双
子
ち
ゃ
ん
情
報
お
願
い
し
ま
す
。

宥
ひろ

奈
な

ちゃん　　繭
まゆ

奈
な

ちゃん
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編
集
後
記

　
　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

◆
　
　
　
　
　

私
た
ち
が
編
集
し
ま
し
た

双
子
ち
ゃ
ん
シ
リ
ー
ズ

表
紙
の
写
真
に
よ
せ
て

　

表
情
も
日
々
豊
か
に


